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第 1 図 沈目遺跡と周辺の遺跡
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序

昨年(昭和48年)は下益城郡城南町尾窪中Ii':墳墓群の調査報告書を刊行しまし

たが、 今回は同じ城南町の沈目遺跡の調査報告書を刊行することになりました。

開発事業の促進に伴なって、 また一つの貴重な埋蔵文化財が消えさることは、 学

術上はもとより文化財保護行政の立場から申しましでもまことに残念で あ りま

すが、 今回の沈目遺跡は事前に発掘調査を行ない、 やむなく姿を消し たも ので

す。

しかしながら、 発掘調査による記録、 写真をもとに遺跡の全容を報告し、 今後

の研究の資料として少しでも役立てば、 私どもの喜びとするところで す。

発掘調査にあたりましては、 日本道路公団当局の ど埋解とど協力をはじめとし

て、 炎天のもと別府大学賀川光夫、 橘昌信両先生以下多数の学生諸氏のご教示と

ご支援を いただきました。

また、 地元城南町教育委員会を はじめとして、 地元の方々のご協力とど鞭撞を

賜りました。 ここに心から厚くお礼申しあげます。

昭和将年3月

熊本県教育長 富 永 俊 夫



例 Eコ

本書は九州縦貫自動車道(熊本一松橋間)建設事業l乙関連

して、 昭和47年度に発掘調査を実施した熊本県下益城郡城南町

沈回遺跡の埋蔵文化財調査の報告書であ る。

2 調査は 日 本道路公団福岡支社の委託を う けて、 熊本県教育

委員会が 実施した。

3 発掘調査 にあたっては別府大学考古学研究室の賀川光夫教

授、 橘昌信講師以下専攻学生各位のど協力・ ど支援をいただ い

た。 また、 航空写真の撮影 に あたっては、 陸上自衛隊西部方面

総隊部の ど協力を得た。記して謝意を表す るもので あ る。

4 調査お よび本稿は主に江本商が担当した。原稿および実測

者は目次と文末lζ記名する 。表紙題字は、 村田一美(文化課主

幹〕にお願いした。

5 ニヒ採の復 原 と実測は、 文化財l収蔵庫で行-なった。製図と写

真撮影 は江本直が 行なった。

6 報告書の編集 に は、 隈昭志・江本直 ・西町圭子が あ たっ

た。 また、 原稿の整理にあたっては、 津川朱美・回中君代・山

本幸子嬢の協力をいただ いた。
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序 章

l 調査の経過
道路敷地の境界を示す幅抗STA1 60 + 80のす ぐ 西側 に は 、 城南町教育委員会の手に よ り 、 抗

日 式土器出土地の標木が立て ら れて い る 。 出 目 遺跡 は 、 縄文早期の 押型文土器 の 出土地で い わ
註1

ゆ る 油田式土器の命名地 にあた る 周知かつ著名な遺跡である 。

昭和47年 8 月 、 日 本道路公団福 岡支社か ら 遺跡調査の委託を受 け 、 熊本県教育委員会文化課

参事緒方勉が、 二週間lζ 亘 る 予備調査を行な っ た。

予備調査の結果、 上層か ら 須恵器や土師器、 ま た下層 か ら い わ ゆ る 出 目 式土器に 伴 な う も の

と 考 え ら れ る 集石遺構 な ど を検出 し た 。 その結果、 縄文早期の 押型文土器の 出土す る 可 能 性

と 、 土師式土器を伴な う 大規模な住居壮群が存在す る であ ろ う こ と を報告 し た 。 し た が っ て、

沈 目 遺跡 は 大規模かつ複雑な 様相を呈す る 貴重な遺跡と し て捉 え ら れ る こ と と な っ た 。

昭和48年 1 月 、 周辺哲夫 文佑課長を調査責任者 と す る 調査団を編成 し た 。 筆者が現場 に 向 い

調査を開始 し:専念する 。

1 月 1 6 日 、 安達武敏 と 作業員を加えて、 幅約 300仇 ・ 長 さ 500 m に 百 る 1 の 地形測量を開= "'" 500 

始す る 。 ま た 、 B 地区の南側 か ら 20 m ど と に幅 2 m ・ 長 さ 約30 m の ト レ ン チを 1 0ケ所設 け 、 遺

跡の全体的把握に つ と め る 。

3 月 下旬か ら 4 月 に か け て は 、 年度末、 年度始 に あ た り 調査を一時 中 断 し た が、 こ の 聞 は 主

lζ地形図 の整理を行 な っ た。

5 月 上旬、 調査を再開。 限 ら れた調査期間である こ と を考慮 し 、 表土制ぎ作業 に は 、 ツメを

取 り 刃を平 た く し たパ ッ ク フ オー を導入 した。 慎重な 作業で は あ る が、 機械力の威力 は 大 き

く 、 見 る 見る う ち に 表土剥 ぎ作業は進ん だ。 6 月 上旬に は B 地区の ほ ぼ全面lζ 亘 る 表土剥 ぎ を

終了 し た 。 こ の パ ッ ク フ オー を使 っ た表土剥 ぎ に 並行 し た表面の清掃で 、 早 く も 第 1 号、 第 2

号住居祉を検出 し た 。 次l乙 姿を現 し た第 3 号、 第 4 号遺構 は 、 プ ラ ン が不明確で正確 な 性格を

つかむ こ と がで き な か っ たが、 新た に STA1 63 + 80( 1 )(2)区で、 第 5 号、 第6 号各住居祉を明確

に 検出 し た 。

こ の よ う に パ ッ ク フ オー を使 っ た表土剥ぎが進展す る に し た が い 、 住居牡 プ ラ ン を つ ぎ つ ぎ

に 検 出 し、 6 月 中旬で 、 すで に 1 0数基を確認 し た 。 梅雨期で は あ っ た が 、 幸い な こ と に連 日 晴

天が続 き 、 作業は 大 き く 進展 し た。 6 月 1 2 日 に は 別府大学賀川教授が現地を視察。

す で に 確認を お えて い る 1 5基の住居祉の中で、 第 1 号、 第 2 号 の 2 基の住居祉 は 床面 ま で発

掘す る 。 ま た STA1 64 + 20 ( 1 ) 区を第 N層 ま で掘 り 下 げ、 縄文早期押型文土器 と 集石遺構、 さ

ら に ピ ッ ト 群 の 寄在を確認 し 、 出 目 遺跡が広 く 縄文早期 と 古墳時代の 両 時期 に わ た る 遺跡で あ

る こ と を確証 し た 。

ま た 、 表土剥ぎ作業 中 、 数点の布 目 瓦の破片が出土、 お り か ら 塚原古墳群の 調査 に 来熊中 の

別府大学小田 富士夫助教授 に 説明を請 う た。 こ の よ う な 作業下にお い て、 限 ら れた期間内 で の



調査である こ と を考慮 し、 急速別府大学考古学研究室に専攻生の応援を依頼。 7 月 1 5 日 よ り 調

査補助員 と し て 、 学生 7 名 が参加す る こ と に な っ た。

7 月 は 、 合計20基の住居主J: と 、 主にSTA1 64 + 00(3)(4)区に 出土 し た 縄 文早期押型文土器の 調

査を並行 して行な っ た。

住居牡群の保容状態は 非常 に よ く 、 土師式土器 の盛 ・ 護 ・ 小形:l.1:t ・ 高杯な どが豊富に 出土 し

た 。 な かで も 、 第 6 号住居祉では 完形の小形畑を 出土 し 、 第1 6号、 第23号住居牡で は 多量の土

器が出土 し た 。

酷暑の 中 、 学生 と 地元作業者一体に な っ ての調査で あ り 、 豊由'な遺物の 出土 は 、 一滴の カ ン

フ ル剤 と な っ た 。 学生が主 と して調査 し た ST A 1 64 + 00(3)(4)調査区にも押型文 と 集石遺構が現

わ れ始 め る 。

調 査 風 5>. J.R 

8 月 に 入 り 、 橘自信講師 も 来訪、 指導を受け る 。 ST A 1 64 + 00(3)(4)区、 STA 1 64 + 20(3)区の

押型文土器を主 と し た遺構の調査をほ ぼ完了 し た 。 確認 した古墳時代 の住居枇 は ほ ぼ 7割を終

了 し、 つづ い て写真撮影 ・ 実測を開始 す る 。

? 月 の声を聞 く と と も に 、 暑 さ も 幾分柔 ら ぎ 、 残 り の住居祉の検出 と 並行 し て 、 主に写真撮

影 ・ 実測 を行な う 。 さ ら に 、 A地区l乙 3ヵ所の ト レ ン チ を設け 、 パ ッ ク フ オー を使 っ て深 さ 約

1 . 5 m 掘 り 下 げ る 。 乙 の A 地区は 、 旧陸軍舞 ノ 原飛行場建設のあお り を う け 、 撹乱がひ ど く 、

出土 し た遺物 は 土師式土器、 高杯の 破片数点、だけに終わ る 。 第四層赤色 ロ ー ム 層 ま で掘 り 込み

を行な っ た が、 全体的 に撹乱が ひ ど く 遺物 ・ 遺構は 皆無の 状態であ り 、 A地区の調査を断念 し

Tこ。

1 0月に 入 り 、 新た に 3 基の住居祉を確認。 多量の遺物が出土 した第1 1 号、 第1 6号、 第23号住

居祉 ら に 続 い て 、 新 し く 検出 さ れた第1 8号住居祉か ら 出土す る 遺物 の 数 は 実 lζ 多量で 、 床一面

足の踏み場 も な い ほ どであっ た。 残 さ れた実測、 写真を終え、 1 0月 1 5 日 を も っ て調査を終了す
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る 。

調査を行な っ た遺構 は 、 下記の 通 り で あ る 。

縄 文時代遺構 ST A 1 64 + 00(3)(4 )区

STA 1 64 + 20(1 )(3)区

26基

4 基

古墳時代住居枇

土暁

石組を 中 心 と す る 遺構

その他の遺構

A- 1 ・ 2 ・ 3 ト レ ン チ

1 0月 1 6 日 調査事務所である プ レ ハプを撤去、 現地調査を完了す る 。 調査終了後、 た だ ち に文

2 基

1 基

佑財収蔵庫に お い て遺物 の 整理を開始 した。 並行 して、 図面 お よ び本格的な報告書の作成 に 取

りかか っ た。 (江本〉

』レLM-一色一比
1 . 小林 久雄 「所謂摘円捺型:文:土器について」 考古学 第五巻 第六号 1934 

「九州における捺型文土器の諸問題」 肥後考古学会第53回例会 1948 

「沈目式土器について」 城南町公民館報第23号 1957 

「九州縄文土器の研究J 小林久雄先生遺稿刊行会 1967 

城 南町史 「沈目式土器J 城南町 1965 

乙益重隆 「九州西北部」 縄文時代日本の考古学E河出書房 1967 

杉原 荘介 「弥生式土擦と土師式土1*との境界」 駿台史学第33号 1 974 
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E 遺跡の位置と環境(口絵参照)
訪 日 遺跡は 、 行政区、 熊本県下益城郡城南町訪 日 字奥野lζ 所在す る 。 国 土地理院発行50.000

分の 1 I熊本」 の 東側線上か ら 0 . 5cm 、 南側線上か ら 6 . 5cm上に位置す る 。 調査地 は 平 坦 な 状態

を示 し 、 海抜約29""'30 m上に あ る 。

遺跡一帯は 、 舞 ノ 原台地 の 南端 に あ た り 、 台地南側を流れ る 浜芦川を は さ み 、 目 下調査が続

い て い る 塚原古墳群が容在す る 塚原台地 と 相対す る 。官主1
舞 ノ 原台地 は 、 城南町の北東部に あ た り 、 東側 は甲佐町 と 接す る 。 太平 洋戦争当時、 こ の 台

地上に は 舞 ノ 原飛行場が建設 さ れて お り 、 今回の調査地であ るA地区 の北側 、 農道を は さ ん だ

広 々 と し た 一帯が、 その敷地で あ る 。 飛行場建設に伴な う 大 き な撹乱 と 、 終戦後に おけ る 開墾

で 、 地形は 大 き く 壊 さ れ、 S T A 1 60 + 80 以北に おけ遺構の検出 は 不可能で あ っ た。 し た が っ

て 、 抗 日 遺跡の調査 は こ の道路を境 と し、 S T A 1 60 + 80か ら 南側台地下 S T A 1 65 + 60 ま で と

決定 し た 。 す な わ ち 、 道路幅60 m x 全長480 m 、 総面積28800 m2の広大 な 調査地 で あ る 。 調 査

前に お い て は 、 陸稲 ・ 麦 ・ 疏菜の栽培lこ加えて、 桑 ・ 園芸樹木の植樹が行な わ れて い た 。

出 目 遺跡 は 、 い わ ゆ る 縄文早期出 目 式土器を 出土す る と こ ろ と し て早 く か ら 知 ら れて い た 。

こ の ほ か『城南町史』に 台地の 南側崖面に 五 ・ 六 基に及ぶ出 目 横穴群の寄在が記 さ れて い る 。

こ の城南町 は 、 尾窪遺跡で紹介 さ れた よ う に縄文早期か ら 歴史時代 に 至 る ま での県下屈指の
註2

遺跡密集地 で あ る 。 こ の洗目 遺跡の周 囲を見渡す と ， 昭和47年 5 月 か ら 現在 ま で延 々 と 調査が

行 な われ て い る 塚原古墳群をは じ め、 著名な御領 (国指定) ・ 岡高 (県指定) ・ 黒橋貝塚等が註s 陸4 註5
あ る 。 ま た 、 舞 ノ 原台地北側 を県下屈指の大河川であ る 緑川が流れて お り 、 こ の緑川を見お ろ

す よ う に 吉野山古墳群があ る 。 さ ら に 宮地蛮棺遺跡 ・ 洗目 迎原 ・ 童話の九遺 跡 な ど が あ る o ま
註6 註7 註 :tt.9

た 、 東側 に は 前方後円墳の 狐塚 ・ 甚九郎 山古墳が存在す る 。 こ の南東方向 600m地点 は 、 益城駐日
国 府推定地 で 、 台地下南方.に は 、 こ の国府の勢力を背景lζ陳内廃寺が所在す る 。 北万、 緑Jfl流

註12
域をのぞむ地点 に は 、 現在 も 府領 と い う 地名が残 り 、 当 時の名残 り を の こ も 今 回 の調査で表

土剥 ぎ 中 に検 出 し た 数点の布 目 瓦は 、 こ れ ら に 関連のあ る も ので あ ろ う 。

出 目 地区l乙 限 っ て も 、 出 目 迎原 ・ 出 目 婆の九遺跡 ・ 沈 目 横穴古墳群等の 遺跡が所在す る が、

主 に 、 縄文早期 の押型文 と 土師器 ・ 須恵器を主 と す る 遺跡で あ る 。

今回の調査地 は 、 城南町大字出回字奥野 と 字東原lζ 当 り 、 沈 目 遺跡 と 命名 し た 。 台地下を流

れ る 浜戸川 と 、 八つ手状に な っ た窪地 に は豊富 な湧水があ り 、 こ れ ら の水系 と 肥沃な水団地、

さ ら に 台地一帯の豊富 な 自然物の採集 お よ び狩猟等を背景に洗目 遺 跡 は 立 地 し た も の で あ

る 。 ち な み に 台地上は海抜約29 m 、 台地下に あ る 水田 面 と の比高約1 0 m を計 り 、 台地 の 南側一

帯 に も 縄文晩期 ・ 土師器 ・ 須恵器等の土器片が採集 さ れ、 遺跡が大 き く 広が る 可能性があ る 。註14
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E 沈目式土器について
河IU書房発行の「日本の考古学E ・縄文時代の九州編』の中に、品目式土器は縄文早期に位

J115 
f�づけられ、命名された土器は現在、熊本大学法文学部東洋史研究室に保管されている。

訪日式土器の命名は、故小林久雄氏の一連の研究の中から生れたもので、著書の 中 に は、

『抗日式土器についてJ] r九州縄文土器の研究』などがある。これらの著書に記された抗日式土

器の明確な出土地・出土層は不明であるが、j克目迎原もしくは避の九遺跡から農地開墾中に出

土したものと考えられる。

「城南111]"史」には、 「器形は、底部が平底をなし、口縁がやh外反し、器面に山形・穀粒文

(陥円) ・格子目文・条痕文の押捺が胞されたものである。」と記されている。
な16

この洗目式土器は、御領員塚では御領式土器の出土層 と同一層 から山土し、一時、御領式土

器との共伴が考えられたこともあった。おりから日本各地から出土する押型文は、縄文早期か

ら遅くとも前期初頭までに位置づけられた。さらに、 カプト山遺跡らの調査などを経て、縄文

早期末lζ位置づけられ形態的には口縁が外反し、平底を呈するところから押型文土器の中でも

特異な土器として取り扱われて来た。

さらに「城南町史」には、この押型文土器を出土する遺跡として、約1 0 ケ所があげられてい

る。近年、各地で押型文土器を調査および採集した遺跡が数を増している。この中には同じ縦

貫自動車道建設士山の下益城郡松橋町古保111C遺跡や、下益城郡城南111]塚原・尾窪遺跡、このほ詑17
か上益城郡御船問J久保遺跡、菊池郡大ì'Æl!IIIJのt限岳の麓の広大な台地に広がる牟田ノ原遺跡など註18 註19
がある。これら、いわゆる沈目式土器を11\土する遺跡には、集石遺構を伴なう例が多い。集石

遺構そのものの性絡が明確にはつかめていないが、住居祉と関連をもつものか、墓地としての

集石となるものであるか、今後の研究が待たれているものである。 (江本)

註
↑. 九州縦貫自動車道建設IC{、l'なうJ:l\'.版文化財の事前調査が11({利147'\二から続けられて

おり、 多数の方形周禅譲・円形問機幕・円墳・前方後円坊が発掘されている。

2. r尾漫」熊本県文化財調査報告訴112集熊本県教育委員会 1973 

3. r九州縄文土器の研究」小林久!4f先生遺稿刊行会 1967 

4. 小林久雄「阿高貝塚と御領貝原J J成I干jlllJ公民館報第22リー 1957 

「減南側J史」 縄文時代 P18'"'-24 ほか 1965 

5. 1973年の集中豪雨の\1寺浜戸川が氾ポLし、 決壊した堤防と水田面から発見された只

j家で、 縄文後期lを主とする多数の土保・石器・人骨が出土ーした。熊本大学調査。 1973

6. i';野Lil古墳群「城Pr�IIIJ史J P76'"'-80 岐南町教育委日会 1965 
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註
7. 弥生時代 「城南町史」 城南町教育委員会

8. 同 上
1965 

9. 現在の民家近 く に弥生後期を主 とする土器が耕作中 に発見された。

10. 豊田地方の古墳群 「城南町史」 城南町教育委員会 1965 

1 1 . 秘本雅明 「益城国府」 グ グ グ

1 2. " r白鳳文化 と陳内廃寺 J " " " 

13. 111ζ同じ

14. 耕作中 lζ多 く 発見された。

15. 乙益重隆 「九州西部」縄文時代 日本の考古学E 河出書房 1967 

16. 三島格 「沈目式土器」城南町史、 城南町教育委員会 1965 

1 7. 1 972年熊本県教育委員会が調査、 近 く 報告書刊行予定

18. 1 973年 グ

19. 1973年 lζ坂本経察氏、 菊池高校考古学クラブ、 熊本市博物館が発掘 、

多数の押型文土器 と 集石遺構が発見された。
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要概査調第一章

調査区について
ト レ ン チお よ び グ リ ッSTA1 60 + 80か ら STA1 65十60の聞と 決定した が 、今 回の調査地 は 、

ド 設定 に 当 っ て は 、 道路公団 に よ り 事前に設置 さ れて い る 道路敷地の中 心杭 お よ び幅杭を利用

した。 1 60 + 80は 、 道路公団熊本一松橋聞に おい て、 北側の熊本を起点 と し、 1 6000 m+80 mの

距離に あ る こ と を意味す る 。 20 m単位 ど と の基点 グ イ打ち が行な わ れて い る 。

調査地内 に あ る 県道松橋一甲佐線 と 二つの農道 と を は さ ん で三つの調査地 を 設定し、 北側か

らA ・ B ・ C 地区 と した。註1
A地区は 、 STA1 60 + 80か らSTA1 64 + 60に あ た り 、 北側 と 南側 を農道 に は 8 ま れ た 区 間 で

北側 を農道 lζ 、 南側を県道lζあ る 。 B 地区は 、 STA1 62 + 60か らSTA1 64+40 ま で に あ た り 、

STA1 6 

4 + 60か らSTA1 65 + 60t乙 あ た る 北側の県道 と 水田面 と に は さ ま れた 台地の傾斜面で あ る 。

縄 文早期の押型文土器の調査に つい て は 、 慎重を期す る た め 2 m 四 方の グ リ ッ ド を設定し

fこ。 さ ら に B 地区の STA↑ 64 + 00か ら STA↑ 64 + 20区聞は 、 第5 図に示す ように 4つの区聞に互主2
分け、 そ れ ぞれをSTA 1 64 + 00:0""'(4)区 とした。

は さ ま れ る 区間 で 、 幅 約60 m 、 長 さ 約1 80 m に お よ ぶ広大 な 調査地 で あ る 。 C 地 区 は 、

2m方眼の グ リ ッ ド に は 、 北側か ら 南側へ 1

"-'1 0、 中 心操か ら 東側へ A，，-，R、 西側へA1，，-， R 1 と グ リ ッ ド 番号を用 い た。

な お、 B 地 区の東側 に は 、 工事用の道路が幅約 5 m'C亘 り 作 ら れ、 ま たC地区 に も 工事用道

路 や表土 カ ッ ト の た め に遺跡が破壊 さ れて お り 、 やむなく調査区か ら 除 外した。

STAl64+00区 STAl64+2Q区

「!!!!!
言 (1)区 (2)区 (1)区 ; (αω2)区 i

一一一4心↓.

警
I ;服j雌'(3)!K (4)区 i
.1.' l --...0 0 コ・・・・・

怜一一-20阻 止 20m一一一吋

(SA T164 + 00--- 20) 区分図第5図

遺跡位置図参照

グリッド図参照(P12)
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E 遺構の概要

1 、 A地区

A - 1 、 A - 2 、 A - 3 の三つの ト レン チ を設け、 赤色 ロ ー ム層 ま で掘 り 下 げ た 。 しか し な

が ら 明確 な遺構 は 検出 で きず、出土 し た遺物は土師器数点で あ る 。全体的 に撹乱が ひ ど く 、 第 VI

層 赤色 ロ ー ム 層 の 直上に飛行場建設当時の も の と 考え ら れ る 鉄クズを確認 し た 。 飛行場建設の

際 に こ の A地区が削平 さ れ、低い B 地区 lζ運ばれ、 全体が平た く な ら さ れた も の と 考え ら れ る 。

2 、 B地区

今回 の 洗 目 遺跡の調査で は 、 乙 の B 地区l乙遺物 ・ 遺構が集中 し た 。 こ の遺物 ・ 遺構は縄文早

期 の押型文土掛か ら 歴史時代 に ま で及ん だ。

縄文時代

押型文土器lζ伴な う も の と 考え ら れ る 集石が、 予備調査時l乙設け た試掘溝 の 断面!C数カ 所み

ら れた 。 ま た 、 B 地 区 の表土剥ぎ作業中 lζ、 土師式土器!C混 じ っ て押型文土器が出土 し、 集石

を伴な う 押型文土器の存在す る 可能性が強ま っ た。

最初に 設 け た STA1 64 + 20区 A ト レン チ の第m' N眉か ら 断片的 lζ押型文土器が出土 し、 全

体的 な遺構の広が り を調 べ る た め、 さ ら に ? カ 所に の ぼ る ト レン チ を設け た 。 そ の結果、 主に

STA 1 64 + 00区lζ遺物が集中 してみ ら れた。 と く に B ・ C ト レ ン チ は 、 耕作や後世の住居祉な

ど で比較的壊 さ れ る こ と な く 、 プ ラ イマ リ ー な 状態で包含層が残 さ れて い た。 慎重を期す る た

め 2m万眼の グ リ ッ ト を設定 し 、 層序ど と に 1 0cm掘 り を行な っ た。

遺構 と して の確認 は で き な か っ た が、 STA1 63+00(3)(4 )区を 中心に表土中 よ り 縄文晩期 の 土

器片や、 同時期の も の と 考 え ら れ る 土製の勾玉を採集 し た。 ま た STA1 64 十 00 ( 1 )(2)区か ら も 晩

期土器 と 石斧や土錘 な どを採集 し た 。

弥生時代

弥生時代の遺構は な く 、 第 4 号遺構中 の石組の 中 l乙 弥生時代前期 lζ比定 さ れ る よ う な 土器片

二点が出土 し た 。 他 に 出土をみず、 弥生時代の集落祉は地理的 lζ他の地域 に所在す る も の と思

わ れ る 。

古墳時代

B 地 区の重要な遺構 の 多 く は 、 古墳時代で あ る 。 25基の住居祉は 、 お お く が土師式土器を伴

な う 。 こ れ ら の住居祉の貯蔵庫 と も 考 え ら れる 二つの土横 も あ る 。 こ の ほ か 、 住居祉 の 周 囲 に

は 多量 の ピ ッ トや須恵器 な どを検出 ・ 採集 し た。
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歴史時代

明確な遺構 と して検出す る 乙 と は で き な か っ たが、 表土中 か ら 内面を黒 く 研磨し た高台付境

・ 皿などが出土 した。 こ の ほ か 、 布 目瓦や石組の遺構 と 、 燈明皿を伴な う 四基 の 土壌が あ る 。

土壌は それぞれ方形 お よ び 円形 に 掘 り 込ま れ、 一つの墓群を形成 し て い る 。

その他

第 4 号遺構や第1 3号遺構は 、 土壌 と と も に 多量の石組があ る 。 第 4 '号遺構の 石組 は 、 石積墓

と して の可能性が あ る が、 第 1 3号遺構の性格は不明で あ る 。 (江本)
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第二章 縄 文 時 代

第一章で調査概要を述べ た が 、 こ こ で 、 縄 文時代各時期 の遺構 ・ 遺物に つ い て報告 し た い 。

I 層 位
抗 日 遺跡に お け る 土層 は 、 第 6図の と お り で あ る 。

第I層

現在の耕作土で、 飛行場建設時に おけ る 客土 と 考え ら れ、 傾斜 し た低 い 部分lζ厚 く 、 高.い 部

分 に 薄い 。 す な わ ち 、 |日地表 は 北か ら 南へ、 東か ら 西へ と 低 く な る 自 然傾斜が認 め ら れ る 。 土

質は 黒褐色土層で、 小石や砂 の混入が多い 。 乾燥す る のが早 く 、 硬い 。

註 乙の第I層土は、B地区のほぼ一帯を覆いつくしており、各遺構が保存よく残った理由ともいえる。

すなわち、 戦争前における開墾や耕作は、 今日のような機械力を用いる乙となく、 人力による作業

だけであり、各遺構は大きく破壊されることなく、 客土で覆われ保存よく残されたものであろう。

第 E 層

旧地表土で、 も と の耕作土で あ り 、 熊本県地 方lζ普遍的 に み ら れ る 阿蘇火山灰 ・ 黒色 ロ ーム

層 で あ る 。 全体的 に 層 は薄 く 、 厚 さ は20cm程度で、 縄 文後 ・ 晩期か ら 現代 lζ 至 る 文 化 層 で あ

る 。

第 E庖

黄褐色を呈す る キナ コ 状の 土質で、 第 E 層 と 同 じ く 阿蘇火 山 が も た ら し た 火 山 灰土 と 考 え ら

れ る 。

第W層

黒褐色粘質土層で、 起伏が あ り 、 層 は厚い部分 と 薄い 部分 と が あ る 。

第V層

暗褐色粘質土層であ り 、 パミス混 り で硬い土塊 と粘質土で構成 さ れ る 。

第VI層

赤色 ロ ーム層で、 俗l乙赤土 と 呼ばれる土層 で あ る 。

- 10 一
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E 各トレンチについて
表土 の全面剥ぎに よ る 住居祉 お よ び各遺構の調査 ・ 検出 に加 えて、 縄 文時代の 遺構 ・ 遺物を

調べ る た め 、 さ ら に 、 大小 あ わせて1 0 カ 所の ト レン チ を設け た 。
S T A 1 62 + 80区 A ト レン チ C 2 x 1 8 m )  

S T A 1 63 + 20区 A ト レン チ C 2 X 1 8")

S T A  1 63 + 60区 A ト レン チ C 2 x 1 811)

B ト レンチ C 4 x 2311) 

S T A 1 63 + 80区 A ト レン チ C 4 x 2211)

S T A 1 64 + 00区 A ト レ ン チ C 3 x 1 511)

B ト レンチ C1 0 x 1 1")

C卜 レンチC9 x 1 711)

S T A 1 64 + 20区 A ト レン チ C 2 x 22") 

B ト レン チ ( 4 x 1 8") 
1 0 カ 所の ト レン チ に よ る 調査の結果、 押型文土器に伴な う 遺構 ・ 遺物を確認で き た の は 、 S

T A 1 63 十 80区A ト レン チ 、 S T A 1 64 + 00区A ・ B ・ C ト レン チ 、 S T A 1 64 + 20区 A ・ B ト

レ ン チ で 、 S T A 1 64 + 00区を中心 と し た地域に 限定 さ れた 。 こ れ ら の 中 で 、 S T A 1 63 十 80区

A ト レン チ お よ び S T A 1 64 + 00区 A ト レンチ 、 S T A 1 64 十 20区 A ・ B ト レン チ で は 、 わずか

に 山 形 ・ 楕 円形を主 と す る 押型 文土器 の 出土をみたが、 土器片は断片的 な資料に と ど ま っ た 。

こ の よ う に 、 押型文土器 の 出土地域が限定 さ れた な かで、 S T A 1 64 十 00(3) (4 )区 B ・ C ト レ

ン チ に お い て は 、 第 E 層以下に耕作等の大 き な撹乱を受けるこ と な く 、 ほ ぼ プ ラ イマ リー な状

態で、 集石遺構 お よ び押型文土器を主 と す る 遺物を検出す る こ と がで き た 。

S T A 1 64 +  00(3)(4 )区に 、 B . C ト レンチ を
STA16Hω 

設け た が、 B ト レン チ は S T A 1 64 + 00区 の 中中心グイ 1 
A� 
Br 

111 B ・Cトレンチについて

心杭か ら 西へ 7 mの地点か ら 1 8 m地点、 北か ら

南 へ1 0m、 す な わ ち グ リ ッ ド番号縦D'"'-I、 横

1'"'- 5 相 当 区で あ る 。 C ト レ ン チ は 、 グ リ ッ ド

番号縦A'"'-I、 横 5'"'-1 0相当 区で あ る 。

調査は 、 両 ト レン チ と も 第 I ・ 第 E 層 の排土

作業を終え た の ち 、 押型文土器 の重要包含層 と

考 え ら れた 第 E ・ 第 百 層 は 、 1 0ω掘 り に よ る 調

査 を行 な っ た 。 各層 は 1 0cm掘 り の 調査に つ き 、

上部層 か ら 順に ill a'"'- c 層 、 IV a'"'-b 層 と し

t:o 

STA16H20 
2 3 4 5 6 7 8 9 10中心タイ

C
D
E
F
G
H
I
J

 

」
r 

‘ 

Bトレンチ Cトレンチ

」

」
a a 1 

K 
L 
ML 

STA16Hω(3)区 STAl“+ω(4)区

第7図 グ リ ッ ト 図



1. 出土状況

第1 • II層

第1 • II層 は客土お よ び耕作土層で あ り 、 一括 して排土作業を行 な っ た 。jJI:土中か ら は 、 押

型 文土器 ・ 土師器 ・ 須恵器 ・ 布 目 瓦 ・ 土錘 ・ 石録らを採集 し た 。 数点 の押型文土器を含 む縄文

時代 の遺物に つ い て は こ の 章で 、 ま た そ のほかの遺物に つ い て は 第 百 草で後述 し た い 。

第 E層

くm a 層> 耕作 を は じ め と して、 第 E 層からの撹乱が多 い 。 数点の 土器片が 出土 し た が 、

プ ラ イマ リ ー な状態で の出土で はな い 。

くmb層> II層 から の撹乱 も 少 な く な る が、 造物の 出土は き わ めて少 な い 。 数点の押型文

土器片 と 石片が認 め ら れた。 石片は 1 0cm 内外の砂岩質で新 し い 割れ 口 は 赤褐色を呈す る 。焼石

と して用 い ら れた痕跡は な く 、 も ろ い石質で、 石器 の石材 と して用 い ら れた と も 思わ れ な い 。
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第g図 土器出土状況(C ト レンチmc層)

くill c 層>(第 8 ・ ? 図)

第 8 図~第1 2図 は 出土状況実測 図 で あ る 。 illc層 か ら は遺物 と 石片が多量に 出土 し た 。 B ト

レ ン チ (第 8 図) で は 中央 部 ( E - 3 グ リ ッ ド ) tζ石片が固 ま り 、 ま わ り に も 石片 が 散 在 す

る 。 約20点の押型文土器片が 出土 し たが、 ま と ま り は み ら れな い 。 土器 の 出 土 レ ベルは 第 1 原

点下 (海抜29 .1 3 m )  1 00""-'1 20仰 に含 ま れ る 。

C ト レ ン チ (第 ? 図) は 、 石片の量が多 く 、 円形状lζ 4 カ 所l乙集石 さ れた 可能性が あ る 。 押

型 文土器片の 出土 も 多 く 、 小片ま で含め る と 合計 47点をかぞえ る 。 土器の 出土 レ ベルは 、 第 1

原点下 1 00""-'1 20cm 内 に 含 ま れ る 。
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第N層

illc層を境 と して 、 B.C両 ト レ ン チと も 、 遺物およ び石片の出土は 少 な い 。

2 3 4 5 
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第10図 土器出土状況(BトレンチIVa層)

くNa層> (第1 0 ・ 1 1 図 )

B ト レ ン チで は 中央部のーケ所 (E- 3 グ リ ッ ド 〉に集石が あ り 、 1 4 点の押型文土器片が散

在す る 。 G- 4 と H- 2 グ リ ッ ド に見 ら れ る ピ ッ ト は撹乱で あ る 。
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第11図 土器出土状況(CトレンチIVa層)

C ト レ ン チ (第1 1 図) は 、 石片 ・ 遺物量 と も illc層 lζ く ら べて少な く な る が、 土器片は集ま

り 、 大 き め の も の が 多 い 。

くN b層> (第1 2図)

B ト レ ン チで は石片 ・ 遺物 と も 少な く な り 、 C ト レ ン チ (第1 2図 ) tc:: 少量の石片 ・ 土器片が

認 め ら れ る だけ で あ る 。 南隅 ( B 一 ? グ リ ッ ド ) には 、 皿状を呈す る 二つ の大きな掘 り 込みが

あ り 、 中 lζ 土器片 と 、 柱 穴 と も 考え ら れ る ピ ッ ト が一個認め ら れた 。 土器の 出土 レ ベ ル は 、 第

1 原点下 1 22'"'- 1 29 ω で あ る 。 土器片の文様は 、 山形 ・ 楕 円 ・ 条痕 ・ 無文が ほ ぼ均ー し て 出土

す る 。 ま た 、 西隅 (E- 1 0 グ リ ッ めか ら 二点の石器が出土 し た。
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第12図 土器出土状況(CトレンチIYb層)

2 .  遺物(第1 3図~第 1 5図 )

一・ーー--ー---

兵!

司l

。!

宅， ø..，j . 
‘. 

第 E ・ 第W層 か ら 約50 点の土器片 と 、 2点の石器が 出 土 し た 。 各層 ご と に遺物 の 特徴を述べ

7こL 、 。

第E層

くmb層〉

B ト レ ン チ (第1 3図 1 '"'"' 4 ) 

( J ) は 胴部破片で晴円 が縦方向に施文 さ れ、 一部施文が重 な る 。 (2)は 反 り の 大 き い 口 縁部で鈍角

な 山形を縦回転 し て施文を し て い る 。 中央部に施文が重 な り 合 う が、 乙 の重 な り 合 う 部分を境

と して 山 形文様は 逆 向 き に並ぶ。 色調は 黄褐色を呈 し、 砂粒混 り の胎土で、 焼成良好で あ る 。
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(3)・(4)も口縁部であるが反りは小さく、条痕文がJilliされている。とくに、(3)は内・外面およ

び口唇部lζ施文がある。

くillc層〉

B ト レ ン チ ( 第1 3図 5 "-1 1 )

(5)は口縁部で、色調は濃茶色を呈し、IJfl土は雲母・滑石が混り、焼成良好である。内外面お

よび口唇部lζ条肢の施文があり、内面には、さらに直径7 mmを計る連点文がある。(7)は縄文、

(8)"-(10は山形の施文があり、(9)の山形文は斜行する。仰は反りの大きい口縁部で、外面IC大粒

の楕円文、内面および口唇部には山形の施文がある。色調は黄褐色を呈し、胎土は多量の砂粒

を含み、焼成は良好である。

C ト レ ン チ ( 第1 3図 1 2"-22)

(1�は口縁部で、色調は濃茶色を呈し、目白土は砂粒を含み、焼成良好である。内・外両面およ

び口唇部に大粒の椅円文がある。日3"-仰は胴部破片で、楕円文がある。(1唱の楕円文は小粒で、

(J5)・lItÞは大粒であり、(1�には大粒と小粒の楠円が合わせて施文されている。(17)"-(19)は、111形で

施文の重なる部分があり、いずれも胴部}十である。(2(jは底部の近くの破片と考えられ、施文は

条痕文である。色調は灰色を呈し、胎土は多量の砂粒を含み、焼成は不良である。ω・凶はい

ずれも底部で、平底を呈する。仰の色調は淡黄褐色を呈し、ßh土は小石を含み、焼成は不良で

ある。底部近くまで山形および楠円の施文がある。

第lV層

くlVa層〉

B ト レ ン チ ( 第1 4図 1 ・ 2 ) 

(1)・(2)とも胴部破片-で、(])は山形が重複し、(2)は大粒の桁円文である。

C ト レ ン チ ( 第1 3図23 ・ 第1 4図9 ・ 10 ・ 1 1 ・ 1 3)

闘は、口縁の反りがやや大きく、口唇部は丸みがあり、推定口径約45cmを計る大形の土器で

ある。外商は山形文が縦回転され、口唇部の内面lζ横回転による施文がある。原体の11日は 3.5 cm

で内面は平滑に仕上げられている。色調は黄褐色を品し、胎土は砂粒混りで、焼成良好、堅鰍

である。(9)は反りの大きい口縁部で、山形が内・外両面および仁l唇部lζ施文されている。Mは

胴部破片でIJ合土は粗く、鈍角を呈する山JI�の施文がある。文様は斜回転が主で、j底音1)にかけて

は横回転による施文である。色調は薄茶色を呈し、砂粒を含む胎土で、焼成良好である。前記

の第1 3 図却と同ーの個体と考えられる。(J1'も、これらと同一個体と考えられる。ODは胴部破片

で、横方向lζ条痕文が脳される。

- 19 -





くNb層〉

Bトレンチ (第14図3---8 )

(3)は、縄文原体を斜めに回転した施文である。口縁の内面lζも、一部施される。口縁がやや

外反し、胴部がふくらむ。器厚は頚部で薄く、胴部から底部にかけては厚い。色調は褐色を呈

し、胎土は小石を含む。焼成は不良で、表面の風化がいちじるしい。また、煤の付着が認めら

れ、煮炊きに用いられたと考えられる。(4)---(8)は、胴部破片で、(4)は縦と横方向の条痕文が重

なり格子日文状にあり、(5)・(6)は山形の施文で、文様の大きさにはかなりの違いがある。(7)は

楕円文であり、(8)は楕円文と掘り込みの大きい条痕文とが組み合わされている。

Cトレンチ (第14図14---16)

帥は口縁部で、反りが大きい。内・外両面および口唇部lζ、条痕文が施されている。色調は

黄褐色を呈し、多量の砂粒を含む胎土で焼成良好である。

石器 (第14図15---18) (15)0$は表土層から出土したものであるが、押型文土器に共伴するも

のと考えられる。闘はサヌカイトを素材とする石核で、剥離面は灰白褐色を呈し、パティナは

進んでいる。綿密な打面調整剥離は見られず、剥片は不規則な剥離で取得されている。0$は横

剥ぎで取得された剥片を素材とし縁辺を刃部としたスクレーパーで、打剥部もパルプカットを

加え刃部としている。石材はサイカイトで灰褐色を呈する。仰は、第Nb層からの出土で、。。

と同形態を示すスクレーパーである。自然平担面を打面として横剥ぎで取得された素材で、鋭

い縁辺を刃部とするが、さらに主要剥離面にプレッシヤーフレーキング様の剥離を加え刃部を

形成する。石材はサヌカイトで一部自然面がのこる。Mは第Nb層 から出土したチ ョ ツパー

で、石質は良質の頁岩である。自然面が多く残り剥離面は乳白色を呈する。数度の大きな剥離

を基調とし、さらに小剥離を加えて刃部を形成する。

く第I・第E層および表面採集遺物>C第15図 1 ---10) 

(1)---(6)は口縁部で、いずれもいくぶん外反する。

(1)・(2)の施文は条痕で、内・外両面および口唇部に施されている。口唇部の施 文 は、 (1) は

縦、(2)は横方向に行なわれている。

(3)は内・外両面と口唇部に山形の施文があり、外面は縦回転で、内面は横回転である。(4)は

外面と口唇部に大粒の楕円文、内面lζ条痕文が施される。内側から二カ所、外側からーカ所、

焼成後l乙施した穿孔がある。(5)は外面lζ山形文、内面には直径約7 11111lの連点、文が横 lζ並列す

る。さらに、口唇部は幅広く、えぐりの大きい条痕文が施されている。(6)は山形文と楕円文と

の組み合せである。(7)---帥は胴部破片で、条痕文が施されている。

くその他の縄文時代遺物>C第15図11---27) 

明確な遺構としてつかむことはできなかったが、前記の押型文土器と時期を異にする遺物を

検出した。表面からの採集遺物も含めて報告したい。

土器(第15図11---2 0) ωωは縄文中期の阿高式土器と考えられる。(11)は口縁部で闘は底部と

- 21 -
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思われる。M(4)は口縁部で、。心にはスリ消し縄文が見られ、 縄文時代後期の遺物と思われる0

(I�"-仰は口縁部で後期の遺物である。

石器(第15図21"-23) 縄文晩期土器に伴なうと思われる三点の石器がある。ωは大型の打製

石器で石鍬と考えられる。石賀は安山岩で重さ440 9を計る。問・闘は偏平な河原石を用いた

石錘である。

土製品(第15図24"-27) 倒は土製の勾玉で、師四聞は土錘であり、 ともに縄文晩期土器に伴

なうものと思われる。

H' まとめ

押型文土器は、 各層ごとに明確に分けられるよう

な、著しい器形および文様の変佑はみられない。完

形資料はないが、縄文が施された第14図(3)と第13図

ωの資料で復原すれば、右図l乙示す器形が求められ

よぷ。一般的に口径は20"-30仰を計るものが多く、

中には40cmをこえる大形のものもある。

胎土は、 一般的lζ組く、 小石、砂粒を含む。色調

は、黄褐色・黒褐色を呈するものが多いが、赤褐色

・灰色を呈するものもある。焼成は、良好なものと

不良なものとの差が大きく、 良好なものは堅紛であ

り不良なものは風化がいちじるしい。器厚は、 1ω

内外を計るものが多く、厚いものはいかmをこえる。仁l縁は、反りの小さいものが多く、反り

の大きいものや直口するものは少ない。胴部はややふくらむが、 口径を大きく越えることはな

い。底部は平底を呈し、器形の大きさに左布され重厚なもの と持いものとがある。文様は口縁

から底部近く、口縁の内側および口唇部にも、施文がある。文様には、 山形文・楕円文・条痕

文・撚糸文・連点文がある。また、条痕が縦と横の二方向，c.施文されるものもある。口縁部か

ら胴部にかけては縦回転が多く、底部の近くでは横回転が多い。 口縁の内側は、条痕文を除き

ほ とんどが横回転である。一個体は同ーの脂文で行なわれているものが多いが、なかには、山

形と惰円、楕円と条痕、条痕と連点など、二種類の原体を組みあわせたものもある。さらに、

外商(ζ山形、内面lこ連点、 口唇部lζ条痕と三種の胞文を行なったものもある。

遺物と石片は、 第E層 から第IVJ雷l乙出土したが、とくに、 illc層 とIVa層 とに集中した。こ

のことは、押型文土穏がillc層、 IVa層をベースとしたものであることがうかがわれ、この上

・下層にあたるillb層を上限、 IVb層を下限とみることができょう。すなわち、 押型文土器が

時期的lこかなり長期に亘る文佑であることを指摘できょう。

CトレンチIVb層では、二カ所の皿状を呈する掘り込みと、位穴と考えられるピット一個を

検出したが、プランとしてはつかめないものの、まわりに散在する土器片の多いことから住居

。J



祉 と し て の 可能性を も つ も の で あ る 。

押型文土器 と 石片の 出土層が一致 し、 両者が密接な る 関係を も つ こ と は 、 疑がい の な い もの

であ る 。 し か し 、 石片が焼石 と さ れた痕跡は な く 、 炉lζ用いられた と 断定はでき な い 。 ま た一

方、 IVb層 か ら 二点の石器が出土 し て お り 、 石器の石材には 、 サヌ カ イ ト お よ び頁岩が用 い ら

れ、 砂岩質で も ろ い こ れ ら の 石片が、 石器の石材 と し て用い ら れた可能性は な い 。 こ れ ら の こ

と は一面に散在す る 石片が生活に密着 し て何 ら かの道具 と して用い ら れた と は 考え難 い 。

さ すれば、 円形状に集石 し、 墓地 と し た と も 考え ら れ る が、 集石下におけ る 土域 も な く 、 推

測 の 域を脱 し な い 。 生活の 場に用い ら れた の で あ る か、 墓地 と して集石 さ れた の か 、 さ ら には

両者が近接 し て杏在す る の か、 今後の研究にゆ だね ら れ る も の で あ る 。 (江本〉

註 器形は大きさや文様の違いにより、 いくぶん変化があると考へられる。
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第三章 古 墳 時 代

I 住居祉の分布状況と概要

B 地区で古填時代 の 29 カ 所の 遺構を検出、 た だ ち に発掘調査を行な っ た。 検出 し た順l乙 第 1

号~第29号住居祉 と し た 。 こ の 中 で第 3 号、 第 4 号、 第1 3号は調査の結果、 住居祉で な い こ と

が判明 し た 。 ま た 、 第 5 号 と 第 6 号住居祉 は 、 当初切 り 合 い があ る も の と 考えて い た が 、 調査

の結果、 切 り 合 い ではな く 第 6 号は 第 5 号の建て増 し 、 も し く は 張 り 出 し部分lζ当 る も の で 、

第 5 号住居牡 と 同 じ も の で あ る こ と が判明 した。 そ こ で、 第 5 ・ 6 号住居牡で一括す る こ と に

し た 。 したが っ て 、 第 1 号~第29号の う ち住居祉は 25基で あ る 。

つ ぎ に 、 各住居牡ご と の概要を 、 竪穴状況 ・ 遺物出土状況 ・ 遺物の三つ に 大 き く 分けて報告

し た い 。

E 各の遺構、 遺物について

第 1 号住居士止

B 地区の最南部 lζ位置 し 、 第 2 号住居牡 と 近接す る 。 耕作に よ り 上部を削 り 取 ら れ て い る

が 、 形状 は 方形を呈す る 。 現害す る 壁面の上部か ら 床面の 深 さ は 、 20cm 内外で、 25基の 住居牡

群の 中 で は も っ と も 深い 。 床面は 第 百 ・ 第V層 の土が踏み 固 め ら れて い る が、 粘土張 り な ど の

顕著な 張 り 床 の 痕跡は な く 、 生活を続ける う ち に踏み 固 め ら れた も の で あ ろ う 。

按は 、 南北両壁 と も ほ ぼ垂直 に立ちあ が る が、 東西の両壁はや h ス ロ ー プ を持つ。 し か し 、

強 く 固 め た状態で は な い 。

柱穴は 2 個 を検出 、 それぞれに現在の床面か ら -40側 、 - 44cm掘 り 込 ま れて い る 。 床面の 直

上か ら 二 カ 所 の焼土が検出 さ れ、 か な り の量lζ及ぶ カ ー ボ ン も 同 じ く 出土 し た。 そ の 中 で東側

隅 の 焼土の周 囲 に は 、 二個 の大 き な 河原石があ る 。 さ ら に煤の 多量に つ い た査が近 く に あ り 、

炉を形成 して い た も の と 考え ら れ る 。

出土遺物 は 、 こ の 多量に煤の付着 し た査を は じ め数個 の 高杯 ・ 置が あ る 。 一部が1 0cm 内 外床

面か ら 浮い た状態で出土 し た ほ か は 、 床面の 直上か ら 出土 し た。 と く に 、 二つ の 焼土 の近 く に

土器片が集中 し て 出 土 し た 。

遺 物 (図版 1 ) (第 1 図 ↑ "- 6 ) 

壷 (第 1 図 1 "- 3 )  

( J)壷で あ る 。 淡黄褐色を呈す る が、 底部を欠損 し表面 に は 煤の 付着 が あ る 。 口 縁 が か な り 外

反 し、 複合 口 縁 の名残 り を思わせ る 屈曲があ る 。 胎土は砂粒混 り で焼成 も や b悪 い 。 表面は 櫛

目 を用 い 、 内 面 は 箆調整を施してい る 。 肩か ら 胴部 に か け て の 器厚 は 厚く、 胴部か ら 底部 に か

nL
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け で は 薄 く な り 、 ずん ぐ り し た形態を示す。 多量の煤が付着す る こ と か ら 煮炊 に 用 い た も の と

考 え ら れ る が火 の当た る 部分が蒋 く な り 、 熱を こ も ら せ る 肩 の部分が厚 く ま た 、 頚部が し ま り

煮炊用 と して合理性 に富む も の で あ る 。

(2)小形 の 壷で あ る が 口 縁部を欠損。 赤褐色を呈 し 、 胎土 は 大粒の砂粒を 含み 、 焼成不良で あ

る 。 全体的 lζ い びつで あ る 。 器面lζ は荒い櫛目 を 施 し、 内面は 胴部以下を縦 lζ 、 胴部以上を横

lζ箆削 り の調整を行な っ て い る 。 ま た 、 器面全体lζ 亘 り 煤の付着が あ る 。

(3)査の 口 縁で頭部以下を欠損。 砂粒混 り の胎土で、 焼成不良。 色調は 黄褐色で、 口縁部l乙煤

が付着す る 。

高士不 (第 1 図 4 "-' 6 )  (4 )黄褐色を 呈す る 高J不で、 Jl台土は 多量の砂粒が 混 り 、 焼成は や〉不

良で あ る 。 器面 と 係部内側 は 櫛 目 に よ る 調整が、 ま た 脚部の 内側 は 箆 に よ る 横 な で調整が施 さ

れ て い る 。 杯部は深 く 、 脚部 は 屈曲す る こ と な く ス ト レ ートl乙広が り 、 脚端近 く で外側[ζ は ね

る 。 杯部の 口 唇部 は や h 平た く 、 接合部 は 突帯状lζ凸部が走 る 。 脚部 と の接合部分は 横 な で を

行な っ た の ち 櫛 目 調整 を施す。

(5)高杯の脚部で 、 杯部を欠損。 色調は 淡黄褐色で、 少量の砂粒を含むがキメの細か い 良質 の

- 26 一



胎土を使用。焼成も良好で堅織である。ま不部との接合部lζは、接合しやすく又強固にするため

刻みが施されている。

(6)脚部であり、淡黄褐色を呈する。 (4)・ (5)1ζ比して小さい。胎土は砂粒を含み、焼成はや』

不良である。器商は横なでと櫛目で調整し、内側は官官削りである。屈曲部から脚端にかけては

丸味を持ち、脚端はつまみ上げられた状態にある。

第 2 号住居祉

第1号住居祉と同じく、 S T A 16 4+00 (2)区にある。 平面形は方形で、残寄状態は良好で床

面までの深さは現地表からおよそ3 0 .......40cmを計る。第W・ 第V眉の硬い土がベースとなり、踏

み固められた状態を示す。壁は四万ともにやh傾斜する。北東部隅に掘り込みがあり、貯蔵穴

もしくは入口部分にあたるものと考えられる。

合計?個の柱穴があるが、深さは- 8 cm.......-32cmとバラエティlζ富む。凹隅と中央の2個の

柱穴が主柱となるものであろうが、北西部隅の柱穴は検出できなかった。東側の中間の柱穴は、

いわば支柱となるもので、入口を形成する柱穴と考えられる。2 カ所lζ焼土が集まって山土し

第1号住居祉と同様に、中央lζ炉をもったものであろう。

焼土とともにおびたYしい量の カーボンが、カiと考えられる中央の焼土のまわりにとくに集

中してみられる。遺物は カーボンとともに床lζ密着した状態で検出したが、床面からやh浮い

た状態で出土したものもある。

時期を異にするが、東隅の肩部lζ大型の石斧一点が11:1土した。付近から表採される縄文晩期

土器lζ伴なうものと考えられる。
註1

遺 物 (図版1) (第2図 1 ....... 4 ) 

壷(第2図1 ....... 3 ) 

(1)大形の壷であるが、口縁と胴部以下を欠損。砂粒混りの胎土で焼成は普通。器面は櫛目で

調整するが、内側は横なでを基調とし、一部は手なでと目の荒い櫛目とを使って調整。煤の付

着はない。

(2)器商は褐色で、内面は黒褐色を呈する。胎土は砂粒混りで、焼成は普通。口縁は頚部から

くの字状lζ外反し、口唇部は箆様のもので平たくなでられている。器面は細かい櫛目で調整き

れ、内面は頚部から底部にかけて箆削りが行なわれている。器面には煤が付着する。

(3)器面は褐色で、胎土は砂粒混りである。器面は櫛目、内面は箆削りによる調整が施され、

煤の付着がある。口縁は頚部から一度外反するが、途中から幾分内轡する。口唇部は平たくな

でられている。

小形端(第2図4 ) 

(4)薄い褐色で、焼成不良である。胴が張り頚部はしまり、口縁はうすく長い。器面は櫛目調

整で、内面は底部近くが箆削り、胴部から頚部にかけては手なでによる調整を施す。内面の頚

マηL
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構

S T A 1 64 + 00(1 )区 に 、 第 3 - B -号、 第 4 号遺構 と 近接 し て検出 さ れた。 当初、 第 3 号住居

士止 と し た が 、 調査の結果、 住居祉 に該当 し な い こ と か ら 近接す る 第 3 - B 号、 第 4 号共 々 遺構

遺第 3 -A号

と し て と り あ つ か っ た 。

こ の 第 3 - A 号遺構 は 、 1 93cm x 1 77 cm の 大 き さで叫丸の 台形!r.近い 平面形で あ る 。 床面 ま で

の 深 さ は- 40 仰""---50cmを計 り 、 北側 隅 l乙 ↑ 個 のピッ ト が あ る 。 床面 に は一部焼土が あ る が、

他の住居祉 に み ら れ る よ う に硬 く 踏み固め ら れた状態ではな い 。 四壁 と も に 、 ゆ る やか な 傾斜

が あ る 。

以上の よ う に 、 住居祉 と し て は 小規模す ぎてお り 、 他の住居主1:群に 貯蔵穴が存在 し な い こ と

‘凶
l
i

か ら 共同の貯蔵庫 と も 考 え ら れ る 。

m
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遺構'九日w図第3 -A号第19図

第 3 -B号遺構

約第 3 - A 号遺構l乙近接 し て S T A 1 64 十 00(3)区 に 、 推定263cm x 225cm を 計 る 土墳が あ る 。

30cmの 深 さ を持 ち 、 床面は ほ Y フ ラ ッ ト な 状態で、 柱穴 ・ 貯蔵穴等の掘 り 込み は な い 。 床面 は

強 く 踏み 固 め ら れた状態で は な い。 遺物は 、 床面か ら かな り 浮い た 状態で土師器 2 点が 出 土 し

つ乙

た 。
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�� 3 -B号第20図

(第 3 図 1 -... 2 )  

土師 器 (第 3 図 1 -... 2 )  

( 図版 2 )物遺

( 1 ) は 、 口 径9 . 9c冊器高3 .1 仰を計 り 、 糸切底を呈す る 。 褐色で、 少量の砂粒を含むが、 キメの

細 か い 胎土を用い て い る 。 焼成は普通。 (2) は 、 短頚壷で色調 は 薄茶色を呈す る 。 細 か な 胎土を

用 い 、 焼成は普通で あ る 。 口 縁が頚部か ら ほ ぼ垂直に 立 ち あ が り 、 器面に は 、 箆 削 り お よ び水

引き に よ る 調整が施 さ れ る 。 内 面 に も 、 水引き と 刷毛 め を用い た調整が施 さ れ る 。

こ の よ う に 、 第 3 号遺構に は他の住居枇lζ伴な う よ う な 土師器 は 出土せず、 後世の遺物が上

層 か ら 出土す る 。 他 の住居壮群l乙何 ら か の意味を も っ た土墳が掘 ら れ、 後 世 の遺物が混入 し た

- 30一
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第 4 号 遺 構

。。。・ "，0

第21図 第4号 遺構実測図

W，}?，wllili'f，iìlß例FF m
水糸の高さ海抜28.71m

一ー-A'/.......開

第 4号遺構は 、 S T A 1 64 + 00区 のIF心杭の西約 1 "-' 3 77もに あ り 、 土墳 の 大 き さ は 推定で350

cm x 21 OC加 で あ る 。 最深部 は 約80cm あ り 、 三つに 大別 で き る 石組みがあ る 。 三つの 石組み の う

ち 南側 お よ び中央の二つに は 、 さ ら に円形の掘 り 込みがあ る 。 石 組み の 中 に は 、 布 目 瓦を は じ

め と して燈明皿 ・ 土師器 ・ 須恵器 ・ 弥生式土器 ・ 縄文時代押型文土器 ・ 石製品 ・ 磁 器 な ど 多種

多様な 破片が出土 し た 。 こ れ ら は すべて石 と と も に 積み重ね ら れ た状態で あ り 、 耕地整理 の 際

に寄せ集め ら れた も の と 考え ら れ る 。 しか し、 石組み の 下に 二つの 土墳が容在す る こ と か ら 、

新 し い 時代 の 墓 と しての可能性 も あ る 。

遺物 は 、 第 百主主 ・ その他の遺構 ・ 遺物の章に ま と めて記 し た い 。

- 31ー



第 5 号住居祉

S T A 1 63 + 80(1 )(2)区 に あ り 、 第 7 号、 第1 9号、 第20号住居祉 と 近接す る 。 主軸を N -500-W

に と り 、 形状は ほ Y 正方形を呈 し、 大 き さ は 684ω x 682仰を計 る 。

北側 と 西側 !C 、 幅約1 00cm ・ 高 さ 約20cm の ベ ッ ド 状の遺構が あ る 。 ま た 、 東側 の 壁 は ゆ る や

かで は あ る が二段 に わ た る 階段状を呈 し 、 入 口 部分に あ た る と 考え ら れ る 。

床面は 、 踏み 固 め ら れた状態で ほ Y フ ラ ッ ト で あ る 。

柱穴 は 内側 に 1 9個 、 外側 lζ 1 8個 、 合計37個を確認 した。 西側 の 5 個 の 柱穴 は ベ ッ ド 状遺構の

裾下に ほ Y 等 間 隔 に 並 ん で い る 。 北側 の外 に は 、 ニ列 lζ並んで1 5個 の 柱穴があ る 。 住居祉 の 内

部 は 貯蔵穴 ら し き も の の掘 り 込み も な く 、 貯蔵庫の性格を も つ も の が作 ら れて い た と 考え ら れ

る 。 焼土は 二 カ 所 に み ら れ る 。

遺物 は 、 床面の 直上か ら 出土す る も の と 、 上層 で流れ込ん だ状態で 出土す る 土器 と があ る 。

前者は高j不を主 と し 、 後者は須恵器お よ び新 し い土師器を 出 土 し た 。

遺 物 (図版 2 ・ 3 ) (第 5 図 1 '"'-20) 

壷 (第 5 図 1 "- 2 )  

( 1 )胴部以下を欠損 し た 口 縁で あ る 。 赤褐色を呈す る 。 胎土は小石粒を含み 、 焼成 も 良好で あ

る 。 調整 は 器面を櫛 目 、 内面を箆で行な っ て い る 。 口 縁 は 、 く の字状の頚部を示 し:外反す る が

途 中 か ら ゆ っ く り 内轡す る 。 口唇部は平た く 調整 さ れて い る 。 器面は 剥落が あ り 、 荒 れ て い

る 。

(2)球状を呈す る 査で あ る 。 口 縁 お よ び底部を欠損 し て い る 。 色調 は 部分的 に 黒褐色 と 淡黄褐'

色 を呈す る 。 胎土は砂粒混 り で、 キメ細 か い 。 焼成 も 良好で硬 い 。

高杯 (第 5 図 3 "- 8 )

(3 )，，-(7) は同一形態を示す が、 (8)の 脚部 は 、 接合部か ら 脚端へ か け て顕著 な 屈 曲部を持つ こ と

な く 、 ス ト レ ー ト に広が る 。 茎部 は全体的 に ふ く ら み 、 ずん ぐ り と して い る 。 胎土は 少量の砂

粒を含み、 全体的 に キメが細か い 。 器面 は 、 櫛 目 調整で平滑に仕上げ ら れて い る 。 ま た 、 脚部

の 内側 は 箆 に よ る 調整が施 さ れて い る 。

小形柑 (第 5 図 9 "- 1 1 )  

(9 ) は完形で あ る 。 器厚は全体的 に 薄 い 。 胴部の張 り が大 き く 、 ずん ぐ り と し て い る 。 色調 は

赤褐色を呈 し 、 胎土は 細か な 砂粒混 り で あ る 。 焼成は 良好。 器面お よ び 口 縁部 の 内 側 は 櫛 目 を

用 い た調整がな さ れ、 胴部内面lζ は 手 な で の 跡が残 る 。

(1() も 同一形態を示 し 、 (9) に く ら べ る と 全体的 に 造 り が組雑で あ る 。

その他の遺物 ・ 境 (第 5 図 1 2"-20)
住居枇 と の 時期 は 異 に す る が、 上層 か ら 6 点の椀が出土 し た 。 明 る い褐色で、 キメの 細 か い

胎土を使用。 焼成は 不良で、 表面は も ろ く 風化がい ち じ る し い 。 底部 は 、 平底 ・ 上げ底 ・ 高台

付の 三種類に 分け ら れ る 。 ω ・ 仰は糸切 り 底で あ る 。

qJV
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第 6 号住居祉

主軸を N -480-W に と り 、 形状は 方 形 を呈 し 、 長辺21 C C1， 短辺1 41 cn を 計 る 。

床面は 踏み 固 め ら れた状態で、 北側が低 く 南側が一段高 く な り 、 第 5 号住居祉 の 床面 と は 同

一 レ ベ ルでつ な が る 。 柱穴 と み ら れ る も の は 、 内側lζ 4 個外側 lζ 5 個 あ る 。 南側 の 一段高 く な

っ た部分に 、 焼土 ・ カ ー ボ ン ・ 遺物が固 ま っ た状態で 出土す る 。 と く に 、 焼土 は コ の字状lζ並

列 し 、 二つ の 竃を思わせ る 。 琵 ・ 小形地 ・ 鉄器が出土 し た 。

第 5 号住居祉の遺物が高亦を主 と し た も の で あ る の に 対 し 、 第 6 号住居祉の遺物 は 多量 の 煤

が付着 し た も の が多 く 、 第 5 号住居祉を居間 と すれば、 お そ ら く 第 6 号住居士II: は 炊事場 lと該当

す る も の で あ ろ う 。

遺 物 ( 図版 3 ・ 4 ・ 5 ) (第 6 図 ↑ "-1 6)

壷 (第 6 図 1 ，.... 7 )

い ず れ も 胴部以下を欠損 して い る 。 ( 1 ) は 、 赤福色を呈 し、 胎土は砂粒を多 く 含み 、 焼成不良

で あ る 。 頚部は く の字状を呈す る 。 仁l 唇音11は平た く 、 頚部か ら 肩 に か け て は 肉厚で あ る 。 器面

は 櫛 目 調 整が施 さ れて い る が、 口 縁 lこ は横な で調整痕が認め ら れ る 。 内面は箆削 り で、 頚部か

ら 肩 に か け て は指圧痕が残 る 。 口縁内面に も 櫛 自 に よ る 調 整が行 な わ れ て い る 。 胴部に は 、 顕

著な煤の付着が あ る 。

(2) は 口 縁が長 い 。 (3) ・ (4 ) ・ (5) は 幾分小形で あ り 、 口 縁 は 頚部が く の字状lこ 立 ち あ が る が、 や

h 外轡がみ ら れ る 。 口 唇 部 は 丸みを も つ も の と 、 平 た く 横 な で さ れた も の と が あ る 。 (6 )は 淡黄

褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成良好で あ る 。 口縁は 、 複合 口縁を思わせ る 屈 曲 を持つ。 器面調整 は 、

刷毛 目 と 横 な で を使 っ て行な われてい る 。 内面は箆削 り で、 調 整万法は 何 ら 変 っ た と こ ろ は な

い 。 (7 )は 、 小形壷の 口 縁で あ る 。 調整方法は 、 ( 1 )"-(6)の 査 と 何 ら 変 ら な い 。 煤 の 付着があ り 、

煮炊 き 用 �c.使 わ れ た も の で あ ろ う 。

高坪 (第 6 図 8 ，.... 1 1 )

4 点の高杯があ り 、 杯音flを欠損 し、 脚部だけ で あ る 。

(8)の色調 は褐色で 、 小石粒を含み、 焼成良好であ る 。 接合部か ら 脚端 に か け て は途中屈曲部

を も つ こ と な く ス ト レ ー ト に 大 き く 広が り 、 屈曲部を持つ他の三点、 と は異な る 。

ω は 、 (9 ) ・ M に 比 し て小 さ い 。

小形地 (第 6 図1 2"'1 4)

三点の 小形tHが あ る 。

ω は 薄い褐色を呈 し、 小粒子を含む胎土で焼成良好で あ る 。 器面は 箆で 削 り 調整を行な っ た

後、 横 な で及ひ府櫛 自 に よ る 仕上げを行な っ て い る 。 胴部内壁 に は 、 手 な で に よ る 指 圧 痕 が 残

る 。 (J必 は 、 口 縁部で頚部以下を欠損。

そ の他の遺物 (第 6 図1 5.... 1 6)

時期 は 異 に す る が、 上層 か ら 須恵器 と 高台付塊の 出土があ る 。

(5)は 、 須恵器で平瓶 と 考 え ら れ る 。 回転台を使 っ た も の で あ ろ う 。
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。。は、高台を持ち、境の内部は黒塗りが施され、器面の色調は褐色で、焼成良好であ る。

第 7 号住居祉

S T A 1 63 +60 (2)区 lζ、第 5 号、第 6 号、第1 4 8- 、 第1 5号、第20号住居祉と近接している。

主軸の方位は、 N - 400 ー E をとる。形状は隅丸方形を呈し、269仰 x 254仰 を計る。 四 方 の 壁

はやh傾斜を持ち、床面はほYフラットな状態で、部分的に小さな凹 凸がある。現害する肩部

から床面までの高さはー50cm内外であ り、かなり深い。さらに、北側には床面から高さ1 0cm内

外のベッ ド 状の遺構がある。床面およびベッ ド 上は、顕著な強り床ではなく、踏み固められた

状態である。柱 穴は、内側�( 9 個、外側lζ 9 {I間ある。内側の 4 個の柱 穴を主柱として構築され

たものであろう。遺物は、中央部および西側を中心lζ床面からや』 浮いた状態で11 \土した。焼

土は少なく、南壁のすぐ下�( 確認されるだけである。
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遺 物 ( 図版 5 ・ 6 ) C第 7 図 1 ---- 9 )

壷 (第 7 図 1 ---- 5 )  

( 1 )は 、 大形の 壷で あ る 。 色調は 黄褐色を呈 し、 砂粒混 り の胎土で、 焼成は普通で あ る 。 日 韓

は 非常 に 短か く 、 胴部が部分的 に 大 き く ふ く ら み、 い びつであ る 。 器面 は 粗い 櫛 自 に よ る 調整

で あ る が、 内 面 は 箆 削 り を基調 と し、 胴部か ら 頚部 お よ び 口 縁部 に か け て は 櫛 目 に よ る 調整が

施 さ れて い る 。 器面lζ 煤 の 付着がな い こ と か ら 、 水蜜 と して用 い ら れた も の で あ ろ う 。

(2) は 、 薄 い 赤褐色を呈 し、 砂粒混 り の胎土で、 焼成は 良好 で あ る 。 口 縁 は く の字状lζ外反す

る が、 頚部の直上 は や h ふ く ら み 、 内轡す る か の よ う に み え る 。 器厚は 全体的 に う す く 0 . 5c間

----O . 7cm を計 る 。器面 は 櫛 目 に よ る 調整で、 内面は箆削 り に よ る 調整で あ る 。 煤 の 付着があ る 。

(4)色調 は 赤褐色を呈 し、 砂粒混 り の 胎土で、 焼成は 良好 で あ る 。 口 縁 は 外笥 し広が る 。 口 唇

部 は 、 平 ら た い 部分 と 丸み を持つ部分 と が あ る 。 器面は 櫛 目 調整が行な われ、 内 面 は 箆削 り で

あ る 。 全面l乙 多量の煤が付・着 し、 煮炊 き 用 に し た も の で あ ろ う 。 頚部の 約半周 に は 煤の 付着が

な く 、 あ る い は 弔 り 下げ ら れて用 い ら れた可能性があ る 。 (5)は小形 の 査で あ る が、 口 縁及 び底

部を欠損。

高杯 (第 7 図 6 ---- ? ) 
(6 ) ・ (7 )は 高杯で、 (6)は 脚部 の 屈曲部以下を欠損 し 、 (7)は 杯部を欠損。 焼成 は 良好で 、 堅織で

あ る 。

小形柑 (第 7 図 8 ---- 9 )

(8) は 赤褐色を呈 し、 砂粒混 り の 胎土で 、 焼成 は普通。 (9) は 、 非常に 小形で あ る 。 色 調 は 黄褐

色 と 黒褐色 の 部 分 と があ る 。 器面は 、 丸い小竹様の も の で研磨 し 、 焼成 も 良好で堅触で あ る 。

第 8 号住居祉

S T A 1 63 + 00:2)区 で 、 第1 6号住居祉に近接 して寄在す る 。 主軸を N -450 - W の 方位 に と り

長辺448cm x 短辺364cm を計 る 。 耕作に よ り 上面をかな り 削平 さ れ、 壁高20cm 内外 の 状態 で残存

し て い る 。 西 隅が耕作に よ り 撹乱を う け て い る 。 形状は 方形を呈 し、 南壁 お よ び西壁 は ほ Y 垂

直 に立 ち あ が り 、 北壁 は や h 傾斜す る 。 床面は踏み 固 め ら れて お り 、 か な り 厚 く 固 い 。 東側 l乙

向 っ て や h 傾斜 し、 意 図 的 な も の か ど う か不 明 で あ る が東壁寄 り に 凹部があ る 。 柱穴 は 内 側 に

2 個確認 さ れたが、 顕著な 焼土は な い 。 遺物は散発的 1C 、 床面か ら 1 0 cm 内外浮い た状態 で 出 土

す る が、 出土量は き わ めて少な い 。

遺 物 ( 図版 ? ) C第 8 図 ↑ ---- 5 ) 

壷 (第 8 図 1 ・ 2 )

( 1 )査で あ る が胴部以下を欠損。 色調は褐色で、 砂粒を多量に含み、 焼成不良で あ る 。

(2) は 、 淡黄褐色を呈 し、 胎土 ・ 焼成 と も 良好で あ る o 口 縁部及 び底部を欠損す る 。 胴部が丸

み を も っ て張 り 、 球形を呈す る 。 煤の付着が あ る 。

高部 (第 8 図 3 ・ 4 ) 

二点の 高杯脚部があ る 。 (3) は 黄褐色で、 砂粒を含み 、 焼成は 良好で あ る 。 器面は 箆 削 り で調

整 し た後、 手 な で に よ る 調整が施 さ れて い る 。
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第 9 号住居祉

S T A 1 63 + 80(3)(4)区 に 主軸を N -300 -Wに と り 、 大形の住居祉で、 長辺41 2cm x 短辺349叩

を 計 る 。 方形プ ラ ン が主 と な り 、 半 円 の プ ラ ン が付け加え ら れた状態 で あ る 。 南側 に は 出入 り

口 と 考 え ら れ る 階段状の遺構が あ る 。

床商は 全体的 に フ ラ ッ ト な 状態を示すが、 東側 ベ ッ ド に接続 し て 凹部が あ る 。 壁 も 幾分 ス ロ

ー プ す る が、 固 め ら れた 痕跡は な く 、 床面か ら の立 ち あ が り は ゆ る やか で あ る 。

東側 lζ床面か ら 約40 cm程高 く フ ラ ッ ト な 面があ り 、 半円形を呈す る 。 こ の 部分が ベ ッ ド と 考

え ら れ る も の で あ る 。

柱穴 は 、 こ の ベ ッ ド の西側 l乙 1 個確認 さ れ た の み で あ る 。 焼土 は 5 カ 所に 認 め ら れ、 ま わ り

に 多量の カ ー ボ ン が あ る 。 と く に 、 南側の カ ー ボ ン の 量 は 多 く 、 火災で焼け 落 ち た住居祉 と 考

え ら れ る 。

遺物 は 、 高 界 ・ 壷 ・ 懇 ・ 小形I甘 ・ カ ー ボ ン な どで、 器形は全体的 に 大形の も の が床 面 に 密着

し て fl:1土 し 、 1，)'8土 ・ カ ー ボ ン の近 く に は 多量の 煤が付い た土器が あ る 。

遺 物 ( 図 版 7 ・ 8 ) (第 ? 図 1 --- 8 )  

壷 (第 ? 図 1 --- 3 ) 
( 1 )  淡黄褐色を 呈 し 、 砂粒混 り の 胎土で、 焼成は普通で あ る 。 口 縁 は 、 急角度でや h 内 管 し

な が ら 立 ち あ が る 。 口 唇 部 は 平 た く 盤形 さ れ、 中央部に は 凹状lと線が走 る 。 肩 か ら 胴部 に か け

て は 薄い 。 口 縁部 の 調整は横な で で あ る が、 内面は 櫛 目 調整であ る 。 肩部か ら 胴部 に か け て の

櫛 目 調整は 縦方向、 胴 部 は 斜行 し 、 胴部か ら 底部に か け て は 横方向 tc:: 施 さ れて い る 。

(2) 底部を欠損。 色 調 は 淡黄褐色を呈 し、 胎土 は砂粒を含み、 焼成不良で あ る 。 胴部に は 櫛

目 調整が斜行す る 。 口 縁の 内側 に も 、 横方向 l乙 櫛 目 調整を施 し て い る 。 内 面 は 箆 削 り が行な わ

れ、 底部か ら 胴部 に か け て は 斜行 し 、 胴部以上は横方向 l乙調整 さ れて い る 。 多量の 煤が付着 し

て い る 。

(3) 小形の査で、 完形l乙 復原で き た 。 色調は 淡黄褐色を呈 し、 砂粒混 り の 胎土で、 焼成が悪

く 表面 は 縛割れが多 く 、 ざ ら ざ ら して い る 。 口 唇部 は 、 ゆ る やか な 波状を呈す る 。 器面は 目 の

細 か い 櫛 目 を使 い 、 斜行及び縦方向 tc:: 調整さ れて い る 。 内面は 、 箆を横方向 tc::使 い 調整 し て い

る 。

高 坪 (第 ? 図 4 --- 6 )

(4) ・ (5) は 復原完形で あ る 。

(4)  赤褐色を呈 し 、 胎土は砂粒を含み焼成良好であ る が、 器面は風化がい ち じ る し い 。 杯部

は 深 く 、 脚部は低い屈曲部を も っ。 界部 は 屈 曲部で稜を形成 し、 稜か ら 脚部 と の接合部 に か け

て 櫛 目 調整が施 さ れて い る 。 脚部は横方向への箆磨 き が行なわれ、 さ ら に 屈 曲 部付近に は 櫛 目

調整がみ ら れ る 。 脚部内面は 、 箆 削 り で あ る 。

(5) 褐色を呈 し 、 胎土は 砂粒を含み、 焼成不良であ る 。 復原完形で、 よ く 整 っ た形態を示

no

 



す。 杯部 は 肉厚で、 屈 曲部 l乙 稜を形成す る 。 脚部は ス ト レ ー ト に 大 き く 広が り 、 脚端 lζ つ ま み

状 の 凸帯を形成す る 。 調整に は 櫛 目 が用 い ら れ、 界部内面に も 横方向 の 調整があ る 。 脚部内面

は 、 箆 削 り に よ る 調整で あ る 。

(6) (4) と 同形態を示すが、 杯部を欠損。

小形地 (第 ? 図 7 ・ 8 )

(7 )  復原完形で あ る 。 色調 は 淡黄褐色で 、 胎土 ・ 焼成 と も 不良で あ る 。 器面は風化 に よ る 剥

落がい ち じ る し い 。

(8) 底部を欠損 し て お り 、 台付の可能性が強い。 色調 は 淡 黄褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成は 普通

で あ る 。 器商は 肩 か ら 胴部 に か け て は 縦方向 に 櫛 目 を施 し 、 胴部 は 横万向 の 櫛 目 調整を施 し て

い る 。 内 面 は 箆 削 り を行な い 、 手 な で の 調整を施 し て い る 。

査 ・ 小形程 ・ 高杯 ・ 小形I甘の組み合せをみ る こ と がで き 、 高 杯 は 脚部が屈 曲 を も つ も の と 、

ス ト レ ー ト に広が る も の と の 二種類が共伴す る 。

第1 0号住居祉

S T A 1 62 十 80 (2)区 と S T A 1 63 + 00( 1 )区 に か け て荏在す る 。 主軸は N -69 ' -W の 方位 を と

り 、 長辺504cm x 短辺360cm の 惰円 形 (卵形) を呈す る 。 第 8 号住居祉 と 同 じ く 地形的 lζ低い 部 分

。
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に構築 さ れて お り 、 上部 は 削平 さ れて い る 。

残害す る 壁高 は 、 約2Öcm で あ る 。 床面は踏み 固 め ら れた状態で あ る が、 さ ほ どの 固 さ ・ 厚 さ

は な い 。 中央部が 自 然 に 凹部 と な り 、 ;炉iがあ っ た も の と 考え ら れ る 。 遺物 は 、 中央部か ら 土器

の 破片を検 出 し た 。

柱穴 は 、 内 側 に は確認I l\来な か っ たが、 周 囲 lζ 合計 6 個 あ る 。 う ち 、 北側 の ピ ッ ト は 大 き さ

が約70cm x 40ω で 、 深 さ も -44cm を計 り 、 貯蔵穴の可能性 も あ る 。

第1 1 号住居祉

S T A 1 63 + 40(3)区 に 、 主軸を N -51 0-Wの方位を と り 、 第28号住居祉に近接 し て寄在す

る 。 長辺460cm x 短辺388c聞 を計 り 、 形状は 隅丸方形を呈す る 。 三隅 は 、 床面 よ り 幾分高い 。 壁

は や h ス ロ ー プ を持 ち 、 固 め ら れた痕跡は な い 。 床面 も さ ほ ど の 硬 さ は な く 、 や h 起伏 が あ

り 、 外側 よ り 中央部 に か け て 自 然に傾斜 し 、 中央部が低 く な る 。

焼土の検出 は で き な か っ たが、 南側 隅 lこ 大 き さ 約70cm x 50cm ・ 深 さ 約60cm の ピ ッ ト が あ り 、

貯蔵穴の可能性が あ る 。

柱穴 は 合計1 6個 で 、 内側 lこ 4 個 、 外側 l乙 1 2個 あ る 。 深 さ は 20cm "'-'40cm が大半を 占 る 。 お び た

だ し い数の遺物が、 床面直上 お よ び、百cm 内外浮い た状態で 出土す る 。

遺 物 (図版 8 ・ ? ・ 1 0) (第1 1 図 1 "'-'24) 

遺物 は 、 査 ・ 小形琵 ・ 高杯 ・ 小形瑚 ・ 深鉢 ・ 手控ね土器な どが豊富 に 出土 し た 。

壷 (第1 1 図 1 "'-' 4 ) 

( 1 )  胴部以下を欠損。 色調 は 赤褐色を呈 し、 胎土は砂粒混 り で、 焼成は普通で あ る 。 頚 部 は

広 く 、 口 縁 は く の字状l乙 内 轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 口唇部 は 平 た く な で ら れて い る 。 口 縁 は 横

な で の調整が施 さ れて い る 。 胴部に は 、 縦方向を基調 と す る 櫛 目 調整が施 さ れて い る 。 口 縁の

立 ち あ が り か ら み て 、 翠 と も 113'べそ う で あ る 。

(2) 底部を欠損。 色調 は 暗褐色を呈 し 、 胎土は粘質が弱 く 、 焼成は普通で あ る 。 口 縁 は 、 頚

部 か ら く の字状l乙 屈 曲 し 、 途中 で ほ Y 垂直に 立 ち あ が る 。 口唇部の 内側 は 、 少 しつ ま ま れた よ

う に ふ く ら む。 器商 は 、 縦方向を基調 と し た調整が行な われて い る 。 器厚 は う す く 、 全面に 煤

が付着 し て い る 。

(3) 口縁 と 胴部以下を欠損。

(4 ) 小形査で あ る が、 胴部以下を欠損。 色調 は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土、 焼成 と も 普通で あ

る 。 内 面 に は 、 輪積み の 跡が残 さ れ る 。 口 縁 は 、 頚部で接合 さ れ る が、 頚部か ら ほ Y 垂直 に 立

ち あ が り 、 さ ら に 内 轡 し な が ら 広が る 。 口縁か ら 胴部 に か け て櫛 目 調整が施 さ れて い る 。 内 面

は 、 輪積み の あ と を横 な で し て い る 。

高杯 (第1 1 図 5 "'-'1 1 )  

(5) ・ (6) ・ (7 ) は 復原完形 で あ る 。 (5) ・ (6) は と も に い びつ な 形態を示す。
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(5) 赤掲色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成は 良好。 研磨が施 さ れ堅触で あ る 。

(7) 赤褐色を呈 し 、 杯部 ・ 脚部 と も 屈 曲 を も た な い 。 口唇部 は 幾 分波状を呈す る 。器面 は 手 な

で に よ り 生 じ た 凹 凸 を 、 櫛 で ひ っ か き 調整す る 。 杯部及び脚部 の 内面 は 、 箆 調 整を 行な っ た

後、 櫛 目 に よ る 調整が施 さ れ る 。 さ ら に 、 脚部の 裾内側lこ は 、 刷 毛 自 に よ る 調整があ る 。

(8) ・ (9 ) ・ Of>> ・ o r は脚部だけ残 さ れて い る 。

鉢形土器 (第↑ 1 図1 2)

(1� 復原完形の 鉢形土器で 、 今回 の 調査に お け る 11佐ーの 形態を示す資料で あ る 。 色調 は 赤褐

色 を 呈 し 、 砂粒混 り の 胎土で焼成は普通で あ る 。 肩部か ら 胴部に か け て は縦方向 に 、 胴部か ら

底部に か け て は 横方向及び斜行す る 櫛 目 調整が抱 さ れ る 。 内 面 は 箆調整で あ る 。

小形士甘 (第1 1 図 1 3--... 1 8)

M ・ (14) ・ 帥は 、 復原完形 で あ る 。 頚部が広 く 、 (1:i! は 肩 の 張 り が大 き く 、 制 は 平底状に な る 0
(15)は 、 頚部 と 胴部が大 き く 強 り 、 特殊な 形態を示す。 器面に は 櫛 目 と 刷毛 目 に よ る 調整があ

り 、 内面に は 櫛 目 調整で、 一部手 な で の 指圧痕が残 る 。 M ・ (1司 ・ (m は 、 ほ Y 同 ーの 形 態 を 示

し 、 M ・ (Jカは 復原完形で あ る 。 (1$は 明褐色を呈 し、 胎土 ・ 焼成 と も 良好 で あ る 。 頚部は広 く 、
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口 縁 は 長 い 。 (17) . ω は 小形で、 口縁がや 』 内轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 器面 は 櫛 目 を施 して い る

が、 日 韓 内側 に も 一部残 る 。 さ ら に 、 帥は研磨 さ れ堅級で あ る 。

手控ね土器 (第1 1 図1 9----23)

注 目 さ れ る も の に 、 5 点 の手裡ね土器 ( ミ ニ チ ュ ア ) があ る 。

(19) . 120 は 、 深鉢を ミ ニ チ ュ ア 化 し た も の と 思われ る 。 (19) は 赤褐色を呈 し 、 砂粒混 り の胎土で

焼成 は 普通で あ る 。 底部に は 、 櫛 目 調整が施 さ れて い る 。 仰 は 壷を帥 は 坊 を ミ ニ チ ュ ア 化 した

も の と 思われ、 全面l乙手控ね に よ る 指圧痕が残 る 。

その他の遺物 (第1 1 図24)

倒 は 、 脚台で あ る 。 脚台 の 出土 は 、 乙 の一点だけで あ る 。 裾部は手 な で の の ち 櫛 目 調整を施

し 、 裾部内商は 綿密 な 櫛 目 調整が施 さ れ る 。 時期的 に は 、 古 い 様相 を示す土器で あ る 。

こ の 第1 1 号住居祉は 、 第22号住居士止 と 第28号住居祉 に近接す る が、 他の住居祉 と は あ る 空間

を お い た状態 で位置す る 。 住居祉の 三 ! 叩こ は床面よ り も 幾分高い 部分があ り 、 造 り を異 に す

る 。 床面に は 、 焼土の検出 は み な か っ た。

合計24点 の遺物が 出土 し た が 、 そ の 1 1 1 で高杯は全体的 に い びつな感 じを与え る 。 ま た注 目 さ

れ る 土器tc 鉢形土器の 出土が あ る が、 他の住居祉か ら の 出土例 は な い 。 さ ら に 、 手控ね土器が

5 点 出土 し 、 破片で は あ る が時期的lζ古い様相を示す脚台 の 出土 も あ る 。

こ の よ う に 、 こ の住居枇は他の住居祉 と 性格を異に し 、 祭杷的 な 様相の非常に強い も の で あ

る 。 他の住居祉 と あ る 程度の距離を置 く こ と も 、 こ の住居士!l:を 中心 に 広場が形成 さ れて い た可

能性を想定で き る の で は あ る ま い か。

第1 2号住居祉

S T A 1 62 + 80(3) (4 )区 に 、 主唱111を N -47"-Wの方位に と り 、 住居祉群の な かで は 北端 lζ位置

し 、 第1 3号遺構が近 く に 所在す る 。 隅丸方形を呈 し、 長辺660cm x 短辺450cm を計 る 。 上部が耕

作に よ り 削平 さ れて い る が、 残害す る 肩 か ら 床 ま で の深 さ は 30c間 内外で あ る 。 西 隅 に は 、 小規

模 な 張 り 出 しが認 め ら れ、 乙 の周 囲 か ら 多量の焼土 ・ カ ー ボ ン が検出 さ れた の で 、 作 り 付け の

炉で あ る と 推定 さ れ る 。 焼土は 、 乙 の ほ か数 カ 所に認 め ら れ る 。 床面 は 、 北か ら 南 に か け て幾

分傾斜す る が 、 踏 み 固 め ら れた状態 で ほ Y フ ラ ッ ト な 状態を示す。 た Y 東側 の張 り 出 し部分の

床面は 、 さ ほ ど の 硬 さ は な い 。

柱穴は 合計1 311聞 を数え、 そ の う ち 4 倒 は 外側 に あ る 。 平行す る 8 本の柱穴を主柱 lζ構築 さ れ

た も の で あ ろ う 。

遺物 は 、 床面か ら や 〉 浮 い た 状態で 出土す る 。

遺 物 ( 図版1 0) (第1 2図 1 ---- 5 )

小形壷 (第1 2図 1 ・ 2 )
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( 1 ) 底部を欠損 し た小形壷で あ る 。 胴部の 張 り が著 し い 。 色調 は 赤褐色を呈 し 、 胎土は 砂粒

混 り で 、 焼成は 良好で堅織で あ る 。 器面は 、 櫛 目 と 箆調整が行な われ、 一部指圧痕が 残 る 。 内

面は手な で お よ び箆削 り を基調 と し 、 一部櫛 目 調整が施 さ れ る 。 煤が付着 し て い る 。

(2) 口縁が、 幾分内笥 し な が ら 立 ち あ が る 。 器商の 頚部か ら 胴部 に か け て は縦方向、 胴 部 に

は 横方向 と 斜行す る 櫛 目 調整が施 さ れ る 。 櫛 目 調絡 は 、 口 縁 内側 に も 一部認め ら れ る 。 内 面 は

箆削 り で あ る 。 煤が付着 し て い る 。

法e

第28図 節 12 リイ 1:悶iiIl 実測図

小形端 (第1 2図 3 ・ 4 )

と も に 、 調整方法に 特有の も の は み ら れ な い 。

高杯 (第1 2図 5 )

\ 

杯部を欠損 し た 高停で あ る 。 色調 は 赤褐色を呈 し 、 胎土は 砂粒を 含 み 、 焼成良好で あ る 。 器

面 は 箆 削 り で 、 研磨 さ れて い る 。 低 い 屈 曲部を持 ち 、 脚部内面は箆削 り 、 裾部内側 は 横 な で調

整が施 さ れて い る 。
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第1 4号住居社

S T A 1 63 + 40( 1 )(2)区に 、 主軸を N -520 -Wの方位に と り 、 第21 号住居祉 と 近接す る 。 形状

は 方形を呈 し 、 長辺550cm x 短辺51 6仰 を計 る 。 耕作に よ る 撞乱は少な く 、 保帯状態は き わ め て

良好で あ っ た。 北 お よ び南側 の壁高は 65cm""'70cmを計 り 、 25基の住居祉中 、 最 も 深 い も の で あ

る 。 入 口 は 不 明 で あ り 、 階段は プ ラ ン を築造 した の ち に 追加 し て構築 し た と お も われ、 壁面に

は 階段状の掘 り 込みを検出す る こ と は で き な か っ た。

床面は 踏 み 固 め ら れた状態 に あ り 、 壁は ほ ぼ垂直lζ 立 ち あ が る 。

柱穴は 、 内 側 に 3 個 あ り 、 そ れぞれ-36側 、 -25側 、 -23cm の深 さ で あ る 。 床面に は 、 70ω

x 30仰 の広 き で焼土が検出 で き 、 土器片は西側 に かた ま っ て 出 土 し た 。
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遺 物 (図版1 0) (第1 4図 1 "- 8 )  

実測可能な も の は 7 点 で、 壷 ・ 高杯 ・ 小形 羽の三種で あ る 。

壷 (第1 4図 1 ・ 2 )

( 1 ) は 、 小形壷 の 口 縁で 内 轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 総面は 櫛 目 調整で、 内面 は 箆 削 り で あ る 。

色調 は 黄褐色で 、 胎土は 多量の小石粒を含み、 焼成 は 良好で あ る 。

(2) は 、 口 縁を欠損 し た長頚壷で あ る 。 頚部が し ま り 、 胴が張 る 。 色調 は褐色を呈 し 、 小粒子

を 含む胎土を用 い て い る 。 器面 は 櫛 目 、 内面は箆削 り を行な っ て い る が、 焼成が悪 く 表面 の 風

化が い ち じ る し い 。 乙 の器種 の 出 土 は 、 こ れ 1 点で あ る が、 形態 的 l ζ 古い 様相を示す も の で あ

る 。

高掠 (第1 4図 3 "- 6 )

高杯は 四点 と も 杯;部を欠損 し、 脚部だけ で あ る 。

(3) は 、 屈曲部が低 く 、 裾部 は や やふ く ら みがあ る 。 色調 は 淡褐色で 、 胎土は 小石粒を含み、

焼成不良で あ る 。 器面お よ び 内 面 は 箆 削 り が施 さ れ、 裾部 は 櫛 目 調整で あ る 。

小形柑 (第1 4図 7 ・ 8 )
(7 ) は 、 復原完形 で あ る 。 色調 は 部分的 に赤褐色 と 暗褐色を呈す る 。 嗣が張 り 、 底部 は 丸 み が

少な い 。 口 縁が く の字 lζ 立 ち あ が り 、 よ く 形が整 っ てい る 。 器面は 櫛 目 調整で、 指 な で の跡が

残 る 。 内 面 は 箆 削 り で 、 同 じ く 手 な で に よ る 指圧痕が残 る 。

(8)は 底部を欠損 し 、 表面は風化が い ち じ る し い 。 頭部 は 広 く 、 口 縁 は 短 か い 。 横な で の 調整

を行 な い 、 胴部lζ は 斜行す る 櫛 目 調整があ る 。 色調は褐色を呈 し 、 胎土は砂粒を含み焼成良好

で あ る 。

第1 5号住居祉

S T A 1 63 + 80(3)(4)区 に あ る 。 工事用道路が作 ら れ、 壁 の上部 と 東側半分を削平、 消滅 し て

し ま っ て い た 。 正確 な 形状は不明 で あ る が、 二つ の 隅が残害す る こ と か ら 方形を呈す る と 考 え

ら れ る 。 残容す る 床面 は 、 現地表下約1 5ω で、 正確 な 壁 の状態 は 不明 で あ る 。

床面で の焼土 ・ ベ ッ ド ・ 貯蔵穴等 は 検 出 さ れず、 少量の土器片が散在す る が、 一応第1 5号住

居枇 と し た 。

第1 6号住居祉

S T A 1 63 + 20( 1 )区 lζ 、 主軸を N -480 -Wの方位lζ と り 、 第 8 号、 第 1 7号住居枇 と 近接 し て

寄在す る 。 形状は 方形を呈 し 、 長辺398cm x 短辺366cm を計 り 、 や や い び つ で あ る 。 耕作で撹乱

を受け 、 上部を 削 平 し 、 出土遺物の両脇を溝が走 る 。 四壁 は 立 ち あ が り に 、 や や ス ロ ー プ を も

っ。 床面は 踏み 固 め ら れ、 一部 ロ ー ム 土が混 じ る こ と か ら 張 り 床 と 考 え ら れ る 。
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第30圏 第1 5 弓 住居j:11 実測図

柱 穴 は 、 外側 1C 8 個 、 内 側 l乙 5 個 、 合計1 3個を教え る 。 乙 の 中 で 、 3 個 の 柱穴 に は 丸石が混

入 し て い る が、 根 じ め と し て用 い ら れ た可能性があ る 。 ベ ッ ド ・ 貯蔵穴 は 、 認 め ら れ な い 。 焼

土 は 小規模に点在 し 、 炉の位置を確認す る こ と は で き な い 。

遺物は 、 中央部lζ集中 し て 、 床面の直上 お よ びやや浮 い た 状態 で 出土 し た 。 壷 ・ 高杯 ・ 小形

地 ・ 甑 ・ 脚付小形出な ど バ ラ エ テ ィ lζ富み、 かつ多量に 出土 し た。

遺 物 (図版1 1 ・ 1 2) (第1 6図 1 ""'20) 

壷 (第1 6図 1 "'" 9 ) 

( 1 )は 、 大形の 査で 復原完形で 、 穏高46 . 5 cm ・ 口 径1 8 . 2cm ・ 胴径36 . 6cm を計 る 。 頚部は し ま

り 、 複 合 口 縁で あ る 。 胴部か ら 底部に か け て は 、 丸みが い ち じ る し い 。 器面は 、 肩 か ら 胴部に

か け て は 斜方向に 自 の細 か い 櫛 目 調整で あ り 、 胴部か ら 底部 に か け て は 縦 ・ 横方向に 目 の 粗い

櫛 目 調整を施す。 色調は 黄褐色で、 胎土、 焼成 と も 普通で あ る 。

(2) 複合 口 縁 を も っ査で あ る 。 胴部が丸みを も ち 、 球状を呈す る 。 色 調 は 赤褐色を呈 し 、 胎

土 は 滑石混 り で 、 焼成良好で あ る 。 器厚は全体的 に 薄 い 。 器面は 、 斜行を主 と す る 櫛 目 調整が

な さ れて い る 。 内 面 は 箆 削 り で あ る 。
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( 3 )  口 縁 だ け で あ る が、 複合の名 ど り があ る 。 屈 曲 部か ら 逆 に 外轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 口

唇部は 丸 み を も っ。 器面 は 、 横 な で の あ と 櫛 目 調整が施 さ れ る 。 屈 曲 部以上の 内 面 に も 、 櫛 目

調整がみ ら れ る 。

(4)"-'(8)は 、 「 く 」 の字状の 口 縁 を も っ壷で あ る 。 仁i 縁 は 、 内 時 し な が ら 立 ち あ が る 。 口 唇 部

は (7)を 除 い て、 す べ て平た く な で ら れて い る 。 器面調 整 は 、 櫛 目 が施 さ れ、 内 面 は 箆削 り で あ

る 。 (4) の 様 厚 は 、 頚部か ら 胴部に か け て非常に厚 く 、 胴部か ら 底部 に か け て は 極端 に 薄 く な

る 。 煤の位着が あ る 。 (8) は 、 小形で胴部が張 る 。 丹 塗 り の 跡 と 、 煤の付着 と が認 め ら れ る 。

高 杯 (第1 6図1 0"-'1 4)

高杯は 、 脚 部 だ け が 残 る 。 ほ ぽ同形態を示すが、 (]� の 屈 曲部 は や や高 い 。 器面調整 は 箆 削 り

お よ び箆磨 き が行な わ れ、 裾部は横な で調整が施 さ れて い る 。 内 面 は 、 手 な で と 箆削 り で あ

る 。
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脚付柑 (第1 6図1 5)

復原完形の 脚付I甘で あ る 。 色調は赤褐色を呈 し、 胎土は砂粒混 り で、 焼成 は や や不良で あ

る 。 口 縁部の器面は 櫛 目 調整が施 さ れ、 胴部に は 箆削 り の 跡が残 る 。 内 面 は 箆 削 り で、 口援の

内 面 に も 箆を立てて調整を行な っ て い る 。 脚部内面は 箆調整が行な わ れ、 さ ら に 裾 部 内面 に は

櫛 目 調整が施 さ れて い る 。

鉢 (第1 6図1 6)

小形の鉢で あ る 。 色調は黒褐色を呈 し、 胎土 ・ 焼成 と も 良好で堅織で あ る 。 口 縁 は 櫛 目 調整

が、 胴部に は 箆調整が施 さ れて い る 。 内面は、 口縁が 目 の 粗 い 櫛 目 を用 い 、 胴部は箆調整で あ

る 。

小形柑 (第1 6図1 7"' 1 9)

三点 の 士甘が 出土 し た 。 (Jカ ・ (w は 、 復原完形で あ る 。 (1百 ・ (wの胴部は丸みが大 き く 、 口 縁 は

「 く 」 の字lζ 立 ち あ が る 。

甑 (第1 6図20)

底部l乙 穿孔の あ る 甑で あ る 。 色調 は 、 部分的 に赤 ・ 黄 ・ 黒褐色を呈す る 。 胎土 ・ 焼成 と も 不

良で、 風化がい ち じ る し い 。 内面lζ、 箆削 り の跡が残 る 。 甑 は 、 他の住居祉か ら の 出土例がな

く 、 た だ一点で あ る 。

こ の よ う に 、 器形は全体的 に古い様相を示 し て い る が、 複合 口縁を も っ盈 と 、 他lζ 例 を み な

い 慨 ・ 脚付肘 ・ 高杯 ・ 小形1tt と の組み合せば 、 貴重で あ る 。

第1 7号住居祉

S T A 1 63 + 00(3)区 に 、 主軸を N -500- E の方位に と り 、 第29号住居祉 と 近接 し て 寄 在 す

る 。 南壁の 一部を耕作に よ り 壊 さ れて い る が、 全体的 に み て保存状態 は 良好で あ る 。 長辺 646

cm X 短辺506 仰 を計 る 。 東側 の一部を除 い て 、 コ の字形lζ ベ ッ ド 状の 高 い 部分がつ な が る 。 中

央部が低 く な り 、 遺物 は コ の字形の ベ ッ ド が切れ る 低い床面上lζ集中 す る 。

中央部の床面上 は ほ Y フ ラ ッ ト な 状態で さ ほ ど硬 く な い 。 焼土は少な く 、 パ ラ つ い た状態で

あ る 。 南側隅lζ カ ー ボ ン がみ ら れ る 。 ま た、 南側 の隅が階段状に掘 り 込 ま れて お り 、 入 り 口 部

分 に 相 当 す る と 考 え ら れ る 。

西側 の ベ ッ ド 上lζ 、 二つ の 大 き な ピ ッ ト があ る 。 それぞれ に 、 深 さ -45cm ・ -36 仰 を計 る 。

乙 の ニ個 の ピ ッ ト が柱穴 と 考 え ら れ る が、 規模の大 き い こ と か ら 貯蔵穴 と して も 可能性を も つ

も の で あ る 。

遺物は少な く 、 実測可能 な も の は一点で あ っ たが、 上層 の も の で 時期 的 に 異 な る と 考 え ら れ

る 。

遺 物 ( 図版1 2第1 7図)

底部だ け で あ る 。 色調は 明 る い 褐色で、 fI台土は小粒子を含み、 焼成は 良好で あ る が、 器面 は

ロ ー リ ン グ 手 受 け 、 磨耗が い ち じ る し い 。
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第1 8号住居祉

S T A 1 63 + 00(4 )区 に 主軸を W-45。ー E の方位に と り 、 第 8 号、 第1 6号、 第1 7号、 第27号、

第29号住居祉に 固 ま れた状態で位置す る 。 西壁の一部 は 、 耕作に よ り 破壊を 受 け て い る 。 形状

は 隅丸方形を 呈 し 、 推定で長辺474cm x 短辺334cm を計 る o

床面 は ほ Y フ ラ ッ ト で 、 固 く 踏み 固 め ら れて お り 、 張 り 床を思わせ る 。 北壁 は ほ ぼ垂 直 に 、

東壁 は やや ゆ る やか に 立 ち あ が る 。

柱穴 は 、 北壁 の 外側 に 二個 あ る が、 住居祉の 中 に は検 出 で き な か っ た 。 ベ ッ ド ・ 貯蔵穴 ら し

き も の の寄在 は な い が、 ほ Y 中央部は炉 と 考 え ら れ、 焼土お よ び カ ー ボ ン を検出 し た 。 こ の ほ

か、 少量で は あ る が焼土 ・ カ ー ボ ン が住居祉 内 lζ散在 す る 。

お び た だ し い 遺物が、 床面の 直上 お よ びやや浮い た 状態で、 出土す る 。 遺物は 完形 の 高杯 ・ 小

形 肘 ・ 壷を は じ め、 大小の 壷 ・ 童話 ・ 高杯 ・ 小形周が出土 し た 。

遺 物 ( 図 版1 2 ・ 1 3 ・ 1 4) (第1 8図 1 ----36) 

壷 (第1 8図 1 ----23) 

実測可能 な 目立が、 23個 あ る 。
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( 1 ) は 、 大形の 壷で あ る 。 底部の一部を欠損す る が、 推定器高 は 39 . 4cm で 、 口 径21 . 2cm ・ 頚部

1 4 . 7cm ・ 胴部33cm を計 る 。 口 縁部が長 く 、 く の字状lζ 立ち あ が る 。 器面 は 櫛 目 調整、 内 面 は 箆

削 り が施 さ れて い る 。 全体的 に 器薄で、 全面lζ煤の付着が あ る 。 色調 は 赤褐色を呈 し 、 胎土 ・

焼成 と も 普通で あ る 。 賓 と も 呼べそ う で分類が困難で あ る 。

(2) ・ (3) は 、 複合 口 縁を も っ。 (2)は 頚部が厚 く 、 口唇部は平た く な で ら れ る 。 (3)の 内面に は 、

手 な で に よ る 指圧痕が残 る 。 色調 は黄褐色で、 胎土は砂粒を含み、 焼成良好で あ る 。

(4) は 、 口 縁が直 口 す る 。 頚部か ら 胴部 に か け て 肉厚で、 胴部か ら 底部 に か け て は 薄 く な る 。

色調は 明褐色で、 胎土 ・ 焼成 と も 良好で あ る 。 器面 およ び 口縁 内側 は 、 自 の粗い 櫛 目 調整が施

さ れて い る 。 内面は 箆削 り で あ る 。

(5) は 、 復原完形 の 壷 で あ る 。 頚部が広 く 、 口 縁が 「 く 」 の字状lζ外反す る こ と か ら 、 童話 と の

区分が難か し い 。 色調は 明褐色を呈 し、 胎土は砂粒混 り で焼成良好 で あ る 。 器面 は 櫛 目 調整、

内 面 は 箆調整が施 さ れ る 。 全体的 に 器厚は 薄 く 、 全面 l乙煤の付着が あ る 。
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(6) は 、 口 縁が長 い 。 器商 は 、 縦方向を基調 と す る 櫛 目 調整が施 さ れ、 煤 の 付着が あ る 。

(7 ) ・ (8) は 、 「 く 」 の字状の 口 縁がや h 外反 し、 口唇部は平た く な で ら れて い る 。

(9) は 、 肩部が肉厚で あ る 。 (2) ・ ωの 口縁 は 、 や や 内 町 し て 立 ち あ が る 。

(4) は 、 自 の 組い 櫛 目 を用 い る 。 内面は輸積み の 跡が残 り 、 箆削 り が施 さ れて い る 。 全体的 に

雑 な 仕上げで あ る 。

闘 は 、 復原完形で あ る 。 小形の 壷で、 胴部は球形状を呈す る 。 色 調 は 淡黄褐色を呈 し 、 胎

土、 焼成 と も 良好 で あ る 。 器面 お よ び 口 縁 内 側 lζ は 、 櫛 目 調整が あ る 。 器厚 は非常に 薄 い 。

日 ・ (J� は 、 口 縁が幾分 内 轡す る 。 仰に は煤の付着があ る 。

聞 は 、 底部を欠損。 胴部の張 り が大 き い 。 主�tの付着があ る 。 色調は 暗褐色で、 焼成不良で あ

る 。

小形柑 (第1 8図24----27)

帥 は 、 口 縁を一部欠損。 色調は黄褐色を呈 し、 胎土 ・ 焼成 と も 不良で表面 は 荒れて い る 。 口

縁 は長 く 、 中央部で や や 内 轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 器商の一部 lζ 櫛 目 調整が施 さ れて い る 。

闘 は 、 頚部が し ま り 、 底部を欠損。

帥 は 、 口 縁 と 底部を欠損す る 。 器面 に は 、 肩部か ら 胴部 に か け て櫛 目 調整があ り 、 内 面 は手

な で の 跡が残 る 。

聞 は 、 完形品で あ る 。 形態的 lζ は 、 倒1)----帥 と 異 に す る 。 色調 は 黄褐色を呈 し 、 砂粒混 り の胎

土で焼成 は やや不良で あ る 。 頚部が広 く 、 口 縁が短か い 。 器面 は 、 肩部か ら 胴部 に か け て 櫛 目

調整が施 さ れ、 内面 に は箆削 り の跡、があ る 。

台付小形地 (第1 8図28)

口 縁部を欠損 し 、 風{じが い ち じ る し し 、 。 色調は赤褐色を呈 し 、 砂粒混 り の 胎土で焼成 は 普通

で あ る 。 器面 お よ び台部内rfrr (こ は 、 櫛 目 調整 の 跡が残 る 。 内面 に は手 な で に よ る 指圧痕が残

る 。

高杯 (第1 8図29----36)

ω)は完形 の i高杯で、 住居祉の ほ ぼ 中央 lこ横l乙倒れた 状態で 山土 し た 。 色調 は 赤褐色で、 胎土

は 砂粒混 り で焼成良好で あ る 。 杯部の 口 唇部外側 お よ び屈 曲部外側 lこ は 、 滞状 lζ 凸帯が走 る 。

脚部の 屈 曲 部 は 高 く 、 裾 部 は や や上智 し な が ら 脚端へつ な が る 。 脚端 の外側 に も 、 小 さ な 凸帯

が一周 す る 。 杯部 と 裾部の器商 およ び杯部内面 lζ は 、 細 か な 櫛 目 調整が施 さ れ、 脚 部 内面 は箆

削 り で あ る 。 非常 に均整の と れた高杯で あ る 。

帥 は 、 係部が や や傾 き 、 脚部の 屈 曲 部 は 低 い 。 色調 は 静 い褐色を 呈 し 、 砂粒を含み腕成不良

で あ る 。 j不部lこ丹塗 り ら し き も の の 痕跡があ る 。

(31)----闘は 、 坪;部を欠損 し脚部だ け で あ る 。 倒 ・ (お) は 、 幅広でずん ぐ り し た 状態を示す。 側

は 、 杯部 と の接合部か ら 脚端 へ 屈 曲 部を も つ こ と な く 、 ス ト レ ー ト に広が る 。
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第1 9号住居祉

S T A 1 63 + 80(2)区 に 、 主軸がW-500 - E の 方位を と り 、 東側 に第20号住居祉、 北側 lζ は 第

5 号 ・ 第 6 号住居祉が近接 し て寄在す る 。 長辺41 0伺 × 短辺324cm を計 り 、 方形を 呈す る 。 壁高

は 50c市 内外 と 深 く 、 四壁 と も 立 ち あ が り の傾斜は ゆ る やか で あ る 。 西壁 は と く に ゆ る やかで あ

り 、 入 口 部分 に あ た る も の と 考え ら れ る 。

床面 は粘土混 り で、 踏み固 め ら れた状態 で あ る 。 中央部分 に 、 約40cm x 50cm の 範囲 に亘 る 焼

土があ り 、 炉を形成 し て い る 。

柱穴 は 、 内外 と も に検 出 で き ず、 ベ ッ ド や貯蔵穴 と 思わ れ る よ う な遺構 は な い 。

遺物 は 、 完形の 壷を は じ め と して、 重軽 ・ 高杯 ・ 小形丸底壷があ る が、 い ず れ も 床面直上 お よ

び1 0cm 内外浮い た 状態で出土 し た 。

遺 物 (図版1 5) (第1 9図 1 "' 9 )

壷 (第1 9図 1 "' 6 ) 

( 1 ) は 、 胴 部以下を欠損。 口 径 1 8 . 7c間 ・ 頚部径 1 3 . 3cm を計 る 大形の 壷で あ る 。 大形の土器で は

あ る が、 頚部以下の 器厚 は 薄 い 。 器面 お よ び 口縁の 内側 に は 櫛 目 調整があ り 、 内面は箆削 り で

あ る 。 内 面 の 頚部 l こ は 、 指圧痕が残 る 。 色調は黄褐色を呈 し、 砂粒を多量に含み、 焼成不良で

あ る 。

(2)の 器厚 は 、 j育部が厚 く 、 胴部か ら 底部 に か け て は非常 に 薄い 。 煤 の 付着が あ る 。

(5) は 、 複合 口 縁 の 名 ど り があ る 。 煤の付着があ る 。

(6)は 、 完形品で あ る 。

高t不 (第1 9図 7 ・ 8 )

( 7 ) ・ (8) は 、 高杯の脚部で あ る 。 (7 )の 屈曲部は高いが、 (8) は 低 い 。 (8) は 幅広で、 ず ん ぐ り と し

て い る 。 (7 )は 、 裾部の 内外面 と も に 櫛 目 調整がみ ら れ、 (8) は 刷毛を用 い て い る 。 内 面 は 双方 と

も 箆削 り で あ る 。

小形柑 (第1 9図 9 )

三点の小形肘が 出 土 し た が実測可能な も の は 一点であ っ た。

(9 )は 、 口 縁 の 一部を欠損。 色調 は 明褐色で、 胎土 ・ 焼成 と も 不良で あ る 。 肩 か ら 胴部に か け

て は縦方向、 胴 部 は 横方向を主調 と した櫛 目 調整がみ ら れ る 。 底部近 く に 、 う が っ た と も 考 え

ら れ る 欠落があ る 。

第20号住居祉

S T A 1 63 + 80( 1 )区 に 、 主軸を N -480 -Wの方位に と り 、 第 5 号、 第 6 号、 第 7 号、 第 1 5号

第 1 9号住居祉 と 近接 して葎在す る 。 長辺480 cm x 短辺380cm を計 り 、 西壁が内側 に く い 込 み 、

変形 し た 方形 プ ラ ン を 呈す る 。 西壁 も 立 ち あ が り は ゆ る やかであ る が、 壁高は50c市 内外で か な
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り 深 い 。

北壁 lζ 階段状の掘 り 込み が あ り 、 入 り 口 部分 に あ た る と 考 え ら れ る 。 床而1 は 硬 く 踏み固 め ら

れ、 部分的 に は 凹 凸 も あ る が全体的 に フ ラ ッ ト な 状態を示す。

柱穴は 、 ま わ り を一周 す る よ う に 合計 8 個 と 、 入 り 口 部分 に -57cm を 計 る 柱穴 と が あ る 。 内

側 l ζ は 検 出 をみ な か っ た 。

ベ ッ ド ・ 貯蔵穴 ら の遺構 は な い 。 ま た 、 焼土 ・ カ ー ボ ン の 量 も 少 な く 、 正確 な 炉 の位置を し

る こ と は で き な い 。

遺物 は 、 全体的 に 散 ら ば り 、 1 0c市 内外浮い た 状態で 11\土 し た 。 入 り 口 部分 に は 、 6 個 の 河原

石がま と め て検出 さ れた 。

遺 物 ( 図版1 5) (第20図 1 "' 4 )

復原 し 、 実測可能 と な っ た も の は 4 点で あ る 。

壷 (第20 図 1 )

( 1 )は 頚部が広 く 、 童話 と 区分 し難い 。 色調は赤褐色を呈 し 、 砂粒混 り の 胎土で焼成 は 普通で あ

る 。 口 縁 は 、 「 く 」 の字状 に や や 内 轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 器面お よ び 口縁 内側 に 櫛 目 調整が

あ り 、 内面は 箆 削 り で あ る 。 全面lζ煤の付着があ る 。
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高杯 (第20図 2 )

杯部を欠損 し た高杯で あ る 。 屈曲部は低 く 、 裾部は や や上智 して脚端 に い た る 。 脚端 に は 、

箆描 き 線が一周す る 。 裾部に は 、 櫛 目 調整があ る 。 煤の付着 と 、 丹塗 り の 跡が あ る 。

小形地 (第20図 3 ・ 4 ) 

(3) は 、 形 の よ く 整 っ た小形 貯で あ る 。 頚部が広 く 、 底部は や h 尖底 と な る 。 色調 は 黄褐色

で 、 器商 お よ び 口 縁 の 内側 に は 入念な 櫛 目 調整があ る 。 一部、 丹塗 り の 痕跡があ る 。

(4) は 頭部が し ま り 、 口 縁が長い。

第21 号住居祉

S T A 1 63 + 60(1 )区 に 、 主軸を N -41 0 - E の方位に と り 、 第 7 号、 第1 4号、 第1 5号住居祉 に

固 ま れ た 状態 に あ る 。 長辺41 6cm X 短辺388cm を計 り 、 四壁 は ほ ぼ垂直 に 立 ち あ が る 。 壁高は40

cm 内外 と 深 い 。 床面 は全体的 に フ ラ ッ ト で 、 部分的 に 凹 凸があ り 、 踏み 固 め ら れた状態を示

す。
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内側 に は 、 等間隔 に 四 つ の柱穴があ る 。 深 さ は 、 それぞれ-32cm ・ -32cm ・ -20 cm ・ -1 8仰

を計 り 、 ほ ぽ垂直に掘 り 込 ま れて い る 。 外側 に も 合計五{聞の柱穴が あ る が、 掘 り 込み の 規模 は

小 注 い 。 ち な み に 、 深 さ は-34ω ・ -1 4cm ・ -1 7cm ・ -22cm ・ -34cm を計 る 。

床面上 に お け る 遺物の 出土 は 皆無であ り 、 焼土 も な い 。 西壁 lζ焼土 ら し き も の の 固 ま り が あ

る が、 カ マ ド と 断定す る ま で に は至 ら な か っ た。

第22号住居祉

S T A 1 63 + 60(3)区 lζ 、 主軸を N -360ー E の方位 に と り 、 他の住居祉か ら か な り 離れて寄在

す る 。 東壁か ら 西壁 に か け て 、 幅約40cm の耕作に よ る 帯状の撹乱があ る 。 他 の 部分 の 保存状況

は 悪 く な い 。 形状は長方形を な し 、 長辺430cm x 短辺362仰 を計 る 。

四壁 と も 立 ち あ が り は やや傾斜す る が、 壁高は30c百1か ら 40c加 を計 る 。

床面は 南か ら 北へ と や や傾斜がみ ら れ る が、 全体的 に フ ラ ッ ト な 状態を示す。 第 V 層 の 砂粒

混 り の黒褐色土層が踏み 固 め ら れ、 部分的 に小 さ な起伏があ る 。

柱穴 は 、 西壁 と 南壁 の外側 に やや距離を も っ て合計 4 個検出 さ れ 、 そ れぞれー33伺 ・ -33cm

• -38cm ・ -64cm の深 さ を も っ。

床面上に お け る 顕著 な 焼土 お よ び カ ー ボ ン の検 出 は で き な か っ た 。

出土遺物 も 少 な く 土師式土器片一個 と 横瓶二個 だ け で あ る 。

JO

 

にd



第23号住居祉

S T A 1 64 + 00(3)(4 ) 区 に 、 主軸を N -390 - E の 方位を と り 、 第24号、 第25号、 第26号住居祉

と 近接 し て杏在す る 。 東隅が異状l乙 張 り 出 し 、 変形 の 隅丸方形 プ ラ ン を 呈す る 。 長辺498cm x 

短辺478cm を 計 る 。 上部がかな り 削平 さ れて お り 、 残害す る 壁高 は 約30"'-'40 cm を計 る 。 西壁間

IC 向 っ てやや傾斜す る が、 全体的 に床面は フ ラ ッ ト で あ る 。 第 V 層 の 暗褐色土層が ベ ー ス と な

る が、 部分 的 に 硬 く 踏み 固 め ら れた 所 と 柔か い 部分 と があ る 。

内 外 と も に柱穴の検出 は で き ず、 焼土 ・ カ ー ボ ン の 量 も 少 な い が 、 中央部lζ 残 る 焼土 は 、 炉

lこ伴な う も の と 考 え ら れ る 。

遺物は 東隅 か ら 中央 IC 向 っ て 、 帯状に お び た だ し く 出土 し た 。 こ の遺物 は 、 床面の 直上か ら

十数cm の 高 さ ま で ぎ っ し り と つ ま っ て い る 。

査 ・ 高杯 ・ 小形 市 ・ 童話が主な も の で 、 復原 し実測 可能 と な っ た も の の数 は 、 56個を数え る 。

内訳は 、 � 2 個 ・ 壷39個 ・ 小形t甘 6 個 ・ 高杯 ? イ闘 で あ る 。
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遺 物 ( 図版1 6 ・ 1 7 ・ 1 8 ・ 1 9) (第23図 1 "'58) 

議 (第23図 1 ・ 2 )

( 1 )は 復原完形で 、 器高 は28 . 7cm ・ 胴径1 7 . 1 ω ・ 口径1 4 . 7 cm を計 る 。 頚部が広 く 、 口 径 の 屈 曲

が大 き い 乙 と か ら 壷 と の 分類を行な っ た。 色調は赤褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成 と も 普通で あ る

が 、 堅搬な感を与え る 。 器面 は 櫛 目 調整が施 さ れ、 内面は箆削 り で あ る 。 全面 lζ煤の付着があ

る 。

(2) は底部を欠損。 口 縁 は 頚部か ら 著 し く 屈曲す る が、 途 中 い く ぶ ん 内脅 し立 ち あ が る 。 肩か

ら 胴部 に か け て は 櫛 目 調整で あ る が、 胴部以下 lζ 敵 き 様 の 自 の組 い櫛 目 調整があ る 。 全面lζ煤

の 付着が あ る 。

壷 (第23図 3 "'41 ) 

(3) ・ (4 )は 、 複合 口 縁を呈す る 。 (3) は 底部を、 (4)は胴部以下を欠損す る 。 (3) ・ (4 ) と も 器厚が薄

L 、 。

(6)の 口 縁 も 、 複合 口 縁状l乙 内 略す る 。

(7 )は 大形で頚部が し ま り 、 口縁は高 く 、 外笥1 し な が ら 立 ち あ が る 。

(8) は 、 童話形土器 と の 分離が困難で あ る 。 色調は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成 と も 良好 で あ

る 。 全面 lζ 煤の付着が あ る 。

m ・ 03 ・ ω は 肩 か ら 胴部への 張 り が大 き く 、 球形を呈す る 。 oø ・ ω に は 煤 の付着が あ る 。

。1)'"側)は 、 胴部が ま る く ふ く ら み、 球形を呈す る 小形 の 壷で あ る 。 (3])は色調が黄 褐 色 を 呈

し 、 砂粒を含 む胎土で焼成 は 良好で あ る 。 口縁が内管 し 、 口 唇部は ま る み を も っ。 器面 に は 、

斜行を主調 と す る 櫛 目 調整が あ る 。 内面は箆削 り で あ る 。

倒 は 、 復原完形で あ る 。

倒に は 、 入念な 櫛 目 調整が あ る 。 口縁 と 肩部か ら 胴部に か け て は縦方向 、 胴部か ら 底部 に か

け て は 斜行、 底部付近 は 横方向を主調 と し 、 それぞれ入念 な 櫛 目 調整が あ る 。 口 縁 内側 に は 、

頚部か ら ひ っ か く よ う に 櫛 目 調整が施 さ れて い る 。 内面 は箆削 り で あ る 。 色調 は 褐色を呈 し 、

胎土 ・ 焼成 と も 良好 で あ る 。

。1) は 、 口 縁が長 く 、 長橋 円形を呈す る 。 色調 は暗褐色で、 胎土 ・ 焼成 と も 普通。 煤が付着す

る 。

高杯 (第23図42"'51 ) 

仰は 大形の高杯で 、 復原完形であ る 。 器高1 9 . 6cm ・ 杯部径26 . 9cm ・ 脚部径1 8 . 7 cm を計 る 。 色

調 は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成 と も 普通で あ る 。 杯部は 屈 曲 す る こ と な く 、 ス ム ー ズ に広が

る が、 途中接合部で器面 に 凸帯状の帯が一周す る 。 脚部の屈曲部は低 く 、 脚端で上に つ ま み あ

げ ら れた状態を示す。 器面 に は 、 櫛 目 調整が施 さ れ、 脚部lと は 箆様の も の で研磨 さ れた痕跡が

あ る 。 ま た 、 内面は箆削 り が行 な わ れて い る 。 制の杯部は屈曲部がな く 、 深 い 。 脚部 は 、 途 中

屈 曲 部を も たず 図版 ? 第1 1 図(7 ) と 同一形態を示す。 (印)の脚部に は 、 長楕 円形の う が っ た 透か し

が あ る 。

問山



小形端 (第23図52"-56)

合計・ 6 個 の小形 肝が あ る 。

(52) は胴が張 り 、 口 縁 の 長い均整の と れた形態を示す。 色調 は 明褐色を呈 し 、 胎土 は 砂粒混 り

で焼成は不良。 器商は 櫛 目 調整が施 さ れ、 一部丹 塗 り の 痕跡が あ る 。 内面lこ は 、 手 な で の跡が

残 る 。

側は 、 口 縁が直 口 し 、 口 唇部は 平 た く な で ら れて い る 。 器面 は 櫛 目 調整で 、 内面 に は手 な で

の 跡が残 る 。 色調は褐色を呈 し 、 小粒子を含む胎土で 、 焼成良好で あ る 。

'54) は 頚部が広 く 、 口 縁 は 「 く 」 の字状を呈 し 、 短か い 。 口 縁 内 側 に も 櫛 目 調整が施 さ れ、 内

面 は 箆削 り で あ る 。

(関)は 口 縁を欠損 し て い る が、 胴 の 張 り 具合か ら み て、 倒 と 同一形態を示す も の で あ ろ う 。 色

調 は 暗褐色で 、 胎土 ・ 焼成 と も 普通で あ る 。 器面 は 、 目 の 細 か い 刷毛様の も の で調整 さ れて い

る 。

手捜ね土器 (第23図57 ・ 58)

二点 の手控 ね土器 ( ミ ニ チ ュ ア ) があ る 。 こ れ ら の形は い びつ で あ る が、 i宛を形 と、 っ た も の

と 考・え ら れ る 。

(58) 色調は 明褐色で 、 胎土 ・ 焼成 と も 普通で あ る 。

第24号住居士止

S T A 1 64 + 00(4) 区 に 、 主車IÍlが N -400- E の方位を と り 、 第23号、 第25 号住居士山乙近接 し て

容在す る 。 隅丸方形 プ ラ ン を呈 し 、 長辺536cm x 短辺400cm を計 る 。 耕作に よ り 上部を 削 平 さ れ

て お り 、 残在す る 壁高 は 約20，，-30 cm で あ る 。 四墜 と も や や ゆ る や か に 立 ち あ が り 、 壁 を 固 め た

痕跡は な い 。 南隅部分lζ 階段上の掘 り 込みがあ り 、 入 口 部分 lこ ヨ た る も の と 考 え ら れ る 。

床面 は 、 第 V 層 の 黒褐色粘質土層 が ベ ー ス と な り 、 部分的 に は 起伏 も あ る が全体的 に は フ ラ

ッ ト な 状態 で あ る 。 床面直上お よ びい く ぶん浮い た状態 で 、 多量の カ ー ボ ン と 焼土が出土 し

た 。 東壁寄 り の焼土 は 床面 に 密着 し、 かた ま っ た 状態を呈 し 、 カ i に最 も 近 い 在在で あ る 。 お び

た だ し い カ ー ボ ン の IU土か ら 、 火災に あ っ た も の と 考え ら れ る 。

遺物 の LU土量 は 少 な く 、 童話 ・ 高j;ïド ・ 小71� mが主な も の で あ る 。 小JI�lHは 光形で あ る が、 床而

か ら Ll\土 し た も の で な く 大 き な カ ー ボ ン の直上か ら 出土 し た も の で あ る 。

柱穴 は 内 部で は検 出 で き な か っ たが、 東壁外l乙 2 個確認 さ れた 。 ま た 、 直径80cm 、 深 さ 約1 0

cm の土墳が近 く に検出 さ れ、 貯蔵穴 と 考え ら れ る 。

遺 物 (図版1 9) (第24図 ↑ "- 6 ) 

壷 (第24図 1 "- 3 ) 

い ずれ も 、 胴 部以下を欠損す る 。

( 1 )  口 縁 が 「 く 」 の字状l乙外反 し 、 口 信者Ilは平た く 整形 さ れ る 。 一部、 つ ま み あ げ た 状態 で
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突起状に は み だ し て い る 。 器商 は 樹i 目 調整が施 さ れ、 内面 は 箆削 り で あ る 。 色調 は 明褐色を呈

し 、 胎土は 砂粒混 り で焼成良好で あ る 。

(2) は 、 口 縁がや や 内 問 し な が ら 立ち あ が る 。 色調は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土 は砂粒の割合が多

く 、 焼成は 普通で あ る 。 接合 に お い て 、 第23号住居祉内 の 破片が接合 さ れた 。 こ れ は 、 第23号

住居祉 と 密接な 関係があ っ た こ と を う かがわせ る も の で あ る 。 (3) 口 縁 は 、 典型的 な 「 く 」 の字

状を呈す る 。 煤 の 付着があ る 。

小形地 (第24図 4 . 5 )  

(4)頚部が広 く 、 口 縁が短か い 。 (5)胴が張 り 、 口 縁が長 く 均整の と れた形態を示す。 と も に 、

器商 は 櫛 目 調整が施 さ れ る が、 (4) の 内面 に は箆削 り の 跡が残 る 。

- 60 一



台付小形柑 (第24図 6 )

主要部分を欠損 し て い る 。 色調 は赤褐色を呈 し 、 胎土 に砂粒を含むが、 腕成 は 良好で堅触で

あ る 。 器商 は 揃 目 調整が施 さ れ、 脚部は箆様の も の で研磨 さ れた 痕跡が認め ら れ る 。

第25号住居祉

S T A 1 64 + 00(3)(4)区 lζ 、 第23号、 第24 弓 、 第26 号住居祉 に 近接 し て穿在 し 、 耕作の た め上

部が削 平 さ れ、 ま た予備調査時 に お け る 訊掘溝の た め全体的 な 形状を知 る こ と は で き な い 。 主

車111 は 、 東西 に と る も の と 思われ る 。 か す か に 床面が残 り 、 そ の [目上か ら 六点 の 小形 ltt ・ 高坪;が

出 土 し た 。

遺 物 ( 図版20) (第25図 1 "- 5 )  

小形端 (第25図 1 "- 3 )  

( 1 )  頚部が し ま り 胴が張 り 、 ま た 口 縁部が長 く 、 よ く 均整 の と れた小形1ftで あ る 。 色調 は 黄

褐色を呈 し 、 砂粒を含む胎土で焼成は良好で あ る 。 器面 は 、 口 縁 か ら 底部 ま で入念な 櫛 目 調整

が施 さ れて い る 。 内面 は 箆削 り で あ る が、 横なで時の指圧痕が残 る 。

(2) ( 1 )に 比 し て 、 肩がやや丸み を も ち 、 口縁部 も い く ぶん短か い 。 色調 は 待 い褐色で、 焼成

は よ く な い 。

(3) 頚部が広 く 、 口 緩が短か い 。 拙面 は 、 櫛 目 と 箆 削 り で組 い 調整が脳 さ れて い る 。 内 面 も

箆削 り で あ る 。 胴部 と 底部近 く に 、 二個 の 穿孔が あ る 。 こ れ は焼成後に う が っ た も の で あ る 。

高杯 (第25図 4 ・ 5 )

( 4 )，，-(5) は 、 j不部を欠損 し た 高杯の脚部で あ る 。 屈 曲 部 は二点 と も 低 く 、 Ii百 曲 部 か ら 脚端部へ

む か う 裾部 は 、 や や上均す る 。 器商 は 箆調盤が行な われてお り 、 一部lこ 桁i 目 調整がみ ら れ る 。

内 面 は 箆削 り で あ る 。 二点 と も 色調 は 黄褐色で 、 胎土は砂粒混 り 、 焼成 は 良好で あ る 。 二点 同

時 に 製作 さ れた可能性が あ る 。

第26号住居祉

S T A 1 64 + 00(3)区 に 、 主軸を N -300- E ，ζ と り 、 第 ? 号住居牡 と 第23 弓住居祉 と の 中 間 地

点 に あ る 。 第25 母住居祉 と 同 じ く 、 予備調査の際の試掘溝が南北に 走 る 。 四壁 lζ比 し て東壁が

短か く 、 台形を呈す る 。 中心部で は 、 長辺390cm x 短辺354cm を計 る 。

l当壁 と も 、 ゆ る や か に 立 ち あ が る 。 壁高は約30"-40cm で 、 床而 は 第 V 庭! の黒褐色土層 が ベ ー

ス と な り 、 踏み 固 め ら れて い る 。 さ ほ ど の硬 さ は な い が、 起伏が 多 い 。

柱 穴 は 南壁 の 裾下 l乙 3 個並ぶが、 深 さ は-26cm ・ -1 0 cm ・ -1 9cm と 、 や や小 さ く 浅す ぎ る き

ら い が あ る 。

中央部 に は 予備調査時 の 詰掘溝が走 り 、 腕土の全体的 な 状況を知 る こ と は で き な い が 、 残害

す る も の で約60侃 x 50 cm の 広 さ を も ち 、 床而か ら 1 0cm 程推積 し て い る 。 カ i、 も し く は カ マ ド を
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形成 し て い た も の と 思わ れ る 。 焼土は こ の ほ か に も 、 全体的 に散在す る 。

く 、 第24号住居祉 と 同 じ よ う に火災lと あ っ た も の と 考え ら れ る 。

遺物 は 全体的に 少 な い が 、 西隅 と 東南 の床面上に か た ま っ てみ ら れた 。
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遺 物 ( 図版20) (第26図 1 "' 4 )

聾形土器 (第26図 1 )

底部を欠損。 色調 は褐色を呈 し 、 胎土は小石粒を含み 、 焼成良好で あ る 。 器形 は 卵形で、 口

縁 は 大 き く 外反す る 。 器面お よ び 口 縁の 内側 に は 、 幅 の せ ま い 櫛 目 で入念な 調整が施 さ れて い

る 。 口唇部は 、 平 た く な で ら れ、 内面は箆削 り で あ る 。 胴部か ら 口 縁 に か け て 、 煤の 付着が あ

る 。

壷 (第26図 2 )

胴 部以下を欠損。 頚部が し ま り 、 口縁は短か い。 器面 は入念な 櫛 目 調整が施 さ れ、 内 面 は 箆

削 り で あ る 。 色調 は 暗褐色 と 明褐色 と を部分的 に呈 し 、 胎土 は砂粒混 り で焼成 は 普通で あ る 。

堅織で 、 胴部を 中心l乙 煤が付着す る 。

高杯 (第26図 3 )

高杯の脚部で、 坪部お よ び脚端を欠損。 器面は箆に よ る 研磨があ り 、 内 面 は 箆 削 り で あ る 。
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小形端 (第26図 4 ) 

口 縁を欠損。 色調は 暗褐色を呈 し 、 小石粒を含む胎土で 、 焼成 は 良好で あ る 。 器面お よ び 口

縁 の 内 側 は 組い 櫛 目 調整が施 さ れ、 内面に も 粗い 箆 削 り が施 さ れて い る 。 全面lζ 煤 ら し き も の

が付着す る 。

第27号住居祉

S T A 1 63 + 0Q(4 )区 と S T A 1 63 + 20(3)区 と に か け て、 主I怖を N -500 -Wに と り 、 第 1 7号、 第

1 8号住居祉 に近接 し て容在す る 。 形状は長方形を呈 し 、 長辺374cm x 短辺302cm を計 る 。 上部を

耕作に よ り 削 平 さ れて い る た め 、 壁 高 は 20cm 弱 と 低 い 。 床面 は さ ほ ど硬 く な い 。 rþ央部 に は 直

径約40cm の 円形の焼土が あ る 。 さ ら に 、 深 さ 1 0 c間 ほ ど の掘 り 込み が あ り 、 摺 り 鉢状の 凹 を形成

す る 。 こ の ほ か 、 小規模な が ら 西壁近 く 1C約1 5cm 四 万の焼土がみ ら れ る o ガ i の 北側 lζ 、 深 さ -

1 7cm の柱穴が一個 あ る 。

床面直上 お よ び約1 0 cm 内外浮い た状態で、 お び た だ し い数の 遺物が 出土 し た 。 遺物 は 、 直

・ 高杯 ・ 小形 tJ=tを は じ め と し て 、 手控 ね土器が多量 に 出土 し た 。 こ れ ら の ミ ニ チ ュ ア は 、 直

接生活に使用 さ れた も の と は考え難 く 、 第1 1 号住居牡 と 同 じ く 祭杷 に 用 い ら れ た も の で あ ろ
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遺 物 (図版20 ・ 21 ・ 22) (第27図 1 ----37) 

聾形土器 (第27図 1 ・ 2 )

( 1 ) は 、 復原完形で あ る 。 色調 は 、 黒褐色 と 赤褐色の 部分 と が あ る 。 胎土は砂粒混 り で、 焼成

は 普通で あ る 。 口 縁 は 内 符 を い く ぶんみせ な が ら 、 「 く 」 の字状に外反す る 。 器高 は 26 . 7cm ・

口 径 1 7 . 2cm ・ 胴部22 . 8cm で 、 器厚は 0 . 5cm か ら 0 . 8cm で あ る 。 器面調整 は 肩 か ら 胴部 に か け て入

念に施 さ れ、 口 縁 内側 に も 一部痕跡が残 る 。 他の土器 lζ は み ら れな い が、 胴部か ら 底部 に か け

て敵 き 調整が行な われた可能性が あ る 。 内商は箆削 り で あ る 。 (2) に は 、 煤の付着が あ る 。

壷形土器 (第27図 3 ---- 1 6) 

(3)---- (8) は 、 複合 口 縁を呈す る 。

(3) は 、 復原完形で あ る 。 色調 は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成 と も 良好で あ る 。 底部がか な り

の 尖が り を み 、 卵形を呈す る 。 複合 口 縁の屈曲部の角度は小 さ く 、 わずか に 認 め ら れ る だ け で

あ る が、 屈 曲 の あ お り を う け 、 中央部は 薄い 。 口縁内側 と 器面 に は 、 櫛 目 調整が施 さ れ、 胴 部

か ら 底部 に か け て は縦方向で あ る が、 全体的 に は斜行を主調 と す る 櫛 目 調整が施 さ れ て い る 。

内面は箆削 り で あ る 。

(4) は 、 底部を欠損。 頚部が し ま り 、 全体的 に器簿で あ る 。 複合 口 縁を呈す る 口 縁 は 、 屈 曲 部

か ら さ ら に外轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 口唇部は な め ら かで 、 内側 に つ ま み あ げ ら れて い る 。

(5) は 、 胴部以下を欠損。 肩が張 り だ し 、 (3) ・ (4Hζ 比べて丸みを も っ。 (7 : の 口 縁に は 、 屈 曲 部

がかす か に残 る 。 (9) は 、 底部を欠損、 色調 は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土 は き め細 か く 、 腕成は 普通

で あ る 。 頚部以下丸み を も ち 、 球形を呈す る 。 器面 と 口 縁内側 に は 入念 な 櫛 目 調整が施 さ れ、

内商 は 箆 削 り で あ る 。 器厚は 5 伽前後で薄 く 、 器面 lと は 多量の煤の付着があ る 。 (J(] も 器厚 は 6

m 内 外 と 薄 く 、 多量の 煤の付着が あ る 。

さ ら に 、 ω~仰の土器 に は 、 す べて煤の付着が あ る 。 M----O別立 、 小形の 壷で あ る 。

闘 は 、 復原完形で あ る 。 色調 は 黄褐色を呈 し 、 小石粒を含む胎土で、 焼成は 良好で あ る 。 全

体的に 丸みを も ち 、 球形を呈す る 。 口 縁 は 、 やや内轡 し な が ら 立 ち あ が る 。 肩ーか ら 胴部に か け

て は 、 非常 に器薄で あ る 。 器面 は 、 幅がせ ま く 目 の細 か い 櫛 目 で調整、 内面 も 幅をせ ま く と り

入念な仕上げを施 し で あ る 。

。。の仕上げ も 入念で 、 器面 に は櫛 目 調整 と 箆磨 き が併用 さ れて い る 。

高 士事 (第27図1 8----20)

(l� は 、 小形の高;杯で あ る 。 器高1 1 . 2ω ・ 坪部 口 径 1 2 .5cm ・ 脚端径9 . 6cm を計 る 。 器面 l乙 は 、

櫛 目 調整の あ と が あ る 。 内面 は 、 箆削 り が施 さ れて い る 。 色調 は褐色を呈 し 、 胎土は小石粒を

含 み 、 焼成良好で あ る 。

ω~ω は 、 脚部だ け で あ る 。 仰を含 め全体的に小形で あ る 。

小形柑 (第27図22----24)

三点の小形肘が あ る が、 い ず れ も 口 縁が大 き く 、 口 径 は胴径を う わ ま わ る 。
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倒 は 、 復原完形で あ る 。 色調は 部分的 に 黒褐色 と 赤掲色を 呈す る 。 胎土 ・ 焼成 と も 良好 で 、

堅 織で あ る 。 口 縁が 大 き く 、 形態的 に は古い 時期の様相を示す。 口 径 は 1 1 . 2仰 で 、 胴径 8 . 7

C加 を 大 き く う わ ま わ る 。 口 唇部 は や h い びつで 、 波状を 呈す る 。 器面 お よ び 口 縁 の 内側 は 、 目

の 細 か い 櫛 目 調整で あ る 。 ま た 、 胴部を中心IC:: 竹箆様の も の で研磨を施 し て い る 。 内面に は 箆

削 り が あ る 。

闘 は 、 倒 よ り 小形で あ る が、 よ く 均整が と れて い る 。 脚付の可能性が あ る 。

倒 は 頚部が ひ ろ く 、 口 縁がや や 内 轡 し短か い 。

手控ね土器 (第27図25"-37)

1 2点 lζ 及ぶ手控ね土器が あ る 。 手担ね土器 ( ミ ニ チ ュ ア ) の 器形 は 、 弥生時代後期 の 脚付

窓 ・ 境を形 ど っ た も の と 考え ら れ る 。 土師式土器を 中心 と す る 時期 に 、 古 い 時期 の 器形が残 さ

れて い る こ と は 、 多 く の 問題を提起す る 。 回~倒は査を ミ ニ チ ュ ア イじ し た も の で 、 手 担 ね の 指

圧痕が顕著で あ る 。

闘 は 、 器高ì5 . 5 cm ・ 口 径6. 2cm ・ 胴径5 . 7c掘 あ り 、 手控ね土器の 中 で は 大 き い 。 色調は 濃茶褐

色を呈 し 、 胎土 は 砂粒混 り で焼成不良。 器面およ び内面に は 手 担 ね の跡が顕著 に 残 り 、 不整形

で あ る 。

聞の 頚部は広 く 、 懇形土器様の ミ ニ チ ュ ア で 、 口 縁がわず か に つ く ら れて い る 。

倒 は 、 底部を欠損。

ω)は 、 器高3 . 2c盟 ・ 口 径3 . 2cm ・ 胴径3 . 6cm と 、 と く に小 さ い 。

倒"-C紛は 塊を ミ ニ チ ュ ア イじ し た も の と 考え ら れ る 。

帥 は 、 器高4 . 3c冊 ・ 口 径6 . 1 ω ・ 胴径6. 3c加で 、 底部は平た く な る 。 色調 は 淡黄褐色を呈 し胎

土 ・ 焼成 と も 不良 で 、 手陣ね整形で あ る 。 器面の 一部 と 内面 に は 、 刷毛 目 調整が施 さ れ て い

る 。

。1)の 内面 tc:: は 箆調整痕が あ り 、 器薄で あ る 。

(渇 は 、 と く に 作 り が簡単で、 器厚は 厚い 。

倒は 、 墾形土器を ミ ニ チ ュ ア 化 し た も の と 考え ら れ る 。 色 調 は 明褐色で 、 胎土 ・ 焼成 と も 普

通で あ る 。 口 縁 は不 ぞ ろ い で 、 底部は平た く 、 全体的 に い び つ で あ る 。

倒 ・ 鮒は 、 脚付費形土器の ミ ニ チ ュ ア で あ る 。 両方 と も 色調 は 淡黄褐色を呈 し 、 胎土 ・ 焼成

も 不良で あ り 、 不整形な手担ねで い びつで あ る 。

(幼は脚部だけ で あ る 。 色調は褐色を呈 し 、 胎土は 砂粒を含み 、 焼成は 良好で あ る 。 器面 は 、

櫛 目 調整が施 さ れて い る 。

第28号住居祉

第28号住居祉 は 、 S T A 1 63 + 40(3)区 lζ第1 1 号住居祉 と 近接 して寄在す る 。 第25号、 第26号

住居祉 と 同 様 に 、 予備調査時の 試掘溝に よ り 西側半分を消滅。 残害す る 東壁 お よ び南北両壁 の

一部は 、 や や ゆ る やか な 傾斜を も っ。 床の 硬 さ は さ ほ どで は な く 、 南か ら 北へ向か つ て や や傾
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斜 し 、 北壁下 l乙 凹地を形成す る 。 ま た 、 北壁 の上部に は 、 約60cm x 45仰 を計 る 楕 円形状の焼土

が あ り 、 寵 の可能性が あ る 。

遺 物 ( 図版22) (第28図 1 "-' 3 )  

片 口 鉢 (第28図 1 )

底部を欠損。 色調は 暗褐色を呈 し 、 胎土は砂粒混 り で 、 焼成不良で あ る 。 一方 に 口 が あ り 、

全面 に 媒の 付着 が あ る 。 器面 お よ び 口唇部の下 は 、 粗い 櫛 目 調整が施 さ れ、 内 面 は 横 な でを基

調 と す る 調整で あ る 。

高杯 (第28図 2 )

復原完形 の 高 j不で あ る 。 色調は褐色を呈 し 、 小石粒を含む胎土で、 焼成良好で あ る 。 杯部は

屈 曲 し 、 かすか に 稜を形成す る 。 杯者[; と 脚部，�t 同 時製作で接合部は な く 、 頚部が非常に厚 い 。

器面 は 、 箆調整が施 さ れて い る 。

杯 (第28図 3 )

須恵器の 杯部で あ る 。 口 縁部の立 ち あ が り は ゆ る やか で 、 第 E 型式の 所産 と 考え ら れ る 。 色

調 は 灰褐色を呈 し 、 焼成良好で あ る 。

第28号住居祉 に 出土 した遺物 は 以上の三点であ る が、 須恵器の杯を は じ め と し て 、 土師式土

器を I:p 心 と す る 他の住居枇群 と 、 時期を異にす る 。 高杯 と 片 口 鉢 も 、 須恵器の 杯 lζ代表 さ れ る

時期 の 所産 と 考え ら れ よ う 。
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第29号住居祉

調査を行な っ第1 8 号住居祉 に 近接 し て寄在す る 。S T A 1 63 十 00(3)区に 、 第1 3号、 第1 7 号、

た部分の状況 か ら 判断 し て 、 主軸を南北に と り 、 方形 プ ラ ン を 呈す る も の と 考 え ら れ る 。 西壁

お よ び南北両壁 は 、 傾斜 し て立 ち あ が り 、 南壁 lこ は ス テ ッ プ が形成 さ れ る 。 床面の 硬 さ は さ ほ

ど で は な く 、 南側 の一部分 に は耕作に よ る 円形の撹乱が あ る 。

遺物 は 、 床面か ら 1 0'"'-'20 cm 浮い た状態で 、 土器片 と 陶磁器片・ と が一緒 に U\ 土 し た 。 ま た約20

仰 の凝灰岩を主 と す る 石が、 多量に あ る 。 遺物 は 内外すべて二次的 lζ混入 し た可能性が あ る 。

遺物 は 破片の み で 、 実測可能 な も の は な い 。 ま た 、 明確 な柱穴 ・ 焼土 も 確認で き ず 、 住居枇

で は な く 土績の 可能性 も あ る 。
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E ま と め

( 1 )  住居祉群の構成 に つ い て

浜戸J 1 Uζ よ り 形成 さ れ た 沖積平野は 、 台地の南端か ら 塚原台地へ と 向か つ て大 き な広が り を

みせ る 。 住居祉群が営 ま れ る 台地上か ら 水田面へ は 比高1 0数机 を計 り 、 急角度を も っ て 傾斜

す る 。 急傾斜面下か ら 河岸 と の 聞 は水田が営 ま れ る 湿地で、 住居祉を構 成 す る ス ペ ー ス は な

い 。 ひ っ き ょ う 水田面か ら 1 0数 m も 高 い 台地上に住居祉群が営 ま れた も の で あ ろ う 。 ま た 、 台

地 の 中央lζ 向 か つ て 湧水を も っ窪地が方 々 に伸び、 生活lζ必要な水の供給 に は充分で あ る 。

今回 の 調査地を は じ め と し て 、 遺跡は 台地南端を基軸lζ 、 さ ら に大 き く 広が る も の と 考 え ら

れ る 。 B 地区で、 25基の住居祉を検出 した。 第1 4号、 第21 号、 第29号住居祉 は遺物の 出土がな

く 、 第22号住居祉に は須恵器 の 平瓶が一点 出土 してい る が、 床面か ら 浮 き 、 流れ込み の 状態 を

示 して お り 、 そ れ ぞれ住居祉 の 時期判断がで き な い 。 ま た第25号住居祉 は 、 プ ラ ン が不 明確で

あ る 。 一応、 以上の 5 基を 除 く 20基の住居枇は 、 出土 し た土器か ら 判断 し で ほ ぼ 同 時期 に 営 ま

れ た も の と 考え ら れ る 。 最南端 lζ位置す る 第 1 号住居祉 と 、 最北端 に位置す る 第1 2号住居壮 と

の 聞 は 、 直線に して約1 30 m も の 距離が あ る 。 と すれば、 20基の住居牡群の配置 は 、 S T A 1 63 

+ 40区を境lζ 大 き く 北 と 南の二つ の グ ル ー プ に 分け ら れそ う で あ り 、 南側 の グ ル ー プ は さ ら に

細 分で き そ う で あ る 。

住居牡群は今回 の 調査地に と ど ま る こ と な く 、 四 万 に わ た っ て広が る 可能性が強 く 、 遺跡の

全容 ・ 性格を察す る こ と は で き な い 。 しか し な が ら 、 北側 の 第 8 号、 第1 0号、 第1 2号、 第 1 6号

第1 7号、 第1 8号、 第27号住居祉は 、 一つの集団的 な ま と ま り をみせ る 。 こ の と と は 、 お よ そ

7 ・ 8 軒で構成 さ れ る 近親者集団を想定 さ せ、 近親者集団が幾つか集ま り 、 大 き な共同体社会

を形成 し て い た も の と 考え ら れ る 。

(2) 竪 穴 に つ い て

25基の住居祉の形状 ・ 方位 ・ 規模 ・ 焼土 ・ 柱穴な ど、 第 1 表lζ一覧表 と し て ま と め た 。 正確

な形状の わ か ら な い第1 5号、 第25号住居祉は 除 く と して 、 殆 どが長方形 と 方形を呈 し 、 隅丸に

あ る 。 第1 0号住居祉だけが楕円形を呈 し、 第 ? 号住居祉は 付設 さ れた ベ ッ ド の 部分が弧形を呈

す る 。 第1 2号住居祉 は 建て増 しが行な われて お り 、 接合部に く びれが残 る 。 第20号住居祉の西

隅 は 内 側 へ ひ っ 込み 、 逆l乙 第23号住居祉の東隅は 大 き く 張 り 出 し 、 い びつ な形状を示す。

主軸方位 は 、 お よ そ 東南 と 北東方向を と る も の が多い。 一つの近親者集団 と 考え る 第 8 号、

第1 0号、 第1 2号、 第1 6号、 第1 7号、 第1 8号、 第27号住居祉の 中 で 、 第1 7号、 第1 8号住居祉 は 主

軸を東南 に 、 第 8 号、 第1 2号、 第1 6号、 第27号住居祉 は北東、 第1 0号住居祉は 東西に と り 、 第

1 7号住居祉を中心に お よ そ サ ー ク ル状lζ形成 さ れ る か に あ る 。

最大の住居祉 は 第 9 号住居祉で、 長辺824c加 × 短辺698cm 、 最小 は 第27号住居祉で、 長辺 374

cm X 短辺302cm を計 る 。

耕作な どで上部を大 き く 削 平 さ れた住居祉が多い な か で 、 難を の がれた第1 4号住居祉 は 、 現

地表 か ら 床面 ま で の深 さ は 約65cm ---... 70 c加 を計 る 。 第 E 層 (黒色 ロ ー ム 層 ) か ら の掘 り 込み を確
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認す る こ と がで き た。 こ の う え さ ら に 、 水 よ けを 目 的 と した盛土が施 さ れて い た と す れ ば 、 床

面 ま で は さ ら に深 く な る も の で あ ろ う 。 こ の ほ か 、 第 7 号、 第21 号住居祉 も 深 く 、 そ れ ぞ れ50

C冊 ・ 40 sm を計 る 掘 り 込み を も っ。 こ の よ う な 状況をみ る と 、 当 時 の 床面 ま で の 掘 り 込み は お よ

そ60'"'-'70 cm を計 る も の が 、 一般的 な も の と 推定 さ れ る 。 壁 は 、 床か ら ゆ る やか に 立 ち あ が り 、

途中 か ら 急角度で立 ち あ が る も の が多 く 、 壁面は軟か く 、 強 く 固 め ら れ た 痕跡 は な い 。 第 5

号、 第 9 号、 第1 7号、 第20号、 第24号住居牡で は 、 入 口 と 考え ら れ る 階段状の遺構を検出で き

た 。 床 面 は 、 土塊や パ ミ ス を含む第 V 層 の暗褐色粘質土層 を基盤 と し、 部 分 的 に 小 さ な 凹 凸 が

多 い が全体的 に フ ラ ッ ト な 状態を示す。 焼土は 、 中央部lζ 多 い 。 第27号住居枇では 中央部を

皿状l乙掘 り 込み 、 炉を形成 して い る 。 第 1 号住居牡で は 、 ま わ り に焼土 と 大 き な 河原石を伴な

い 、 多量の 煤が付着 し た土器が出土 し た 。 第 6 号住居祉で は 、 床面か ら 一段高 く な っ た部分に

コ の字状IC焼土が並列 し、 同 じ く ま わ り か ら 煤の付着 し た土器が出土 し て い る 。 こ れ ら は 、 炉

よ り む し ろ カ マ ド に近い 荏在で あ り 、 ま た第1 2号住居祉は西隅l乙張 り 出 し 、 カ マ ド を形成 し て

い た可能性が あ る 。 第24号、 第26号住居f止 は 、 多量の焼土 と カ ー ボ ン が出土 し 、 火災に あ っ た

も の と 考え ら れ る 。 貯蔵穴 の例 は 少 な く 、 わずか に 第1 1 号、 第1 7 号住居祉の規模の 大 き い ピ ッ

ト lζ 、 貯蔵穴の 可能性があ る だ け で あ る 。 こ の よ う な な か に あ っ て 、 第 5 号住居祉の北側 に は

並列す る 多数の柱穴を検出 し たが、 こ れは貯蔵穴 よ り む し ろ 高床式の 倉庫の 付設を考え さ せ る

も の で あ る 。 ま た 、 第 1 号住居祉の北側 に は約1 0個の集中す る 柱穴を検出 し た 。 住居牡lζ伴

な う 柱穴で あ れば 、 何 ら か の掘 り 込みが検出で き る はずであ る が、 掘 り 込み も な く 、 ま た付近

か ら は土器片 の 出土 も な い の で第 5 弓・住居主1: と 同 じ く 、 高床式の 倉庫が付設 さ れて い た も の と

考え ら れ る 。

第 5 号、 第 7 号、 第 ? 号、 第1 7号住居J:If: に は 、 ベ ッ ド 状遺構の 付設があ る 。 こ れ ら ベ ッ ド 状

遺構を も っ 4 基の住居祉 は 、 他の住居I止に比較 して造 り が大 き し 、 。 ベ ッ ド の 高 さ お よ び大 き さ

は ま ち ま ち で 、 第 5 号住居祉は く の字、 第 ? 号住居祉 は弧形を呈す る 。

柱穴 は 、 第1 6 号住居祉や第21 号住居祉を典型例 と す る も の で あ る 。 第1 6号住居牡 は 、 内 側 !C

5 個 ・ 外側 lζ 8 個を検出 で き た 。 四本住を基礎 と し た構築が考え ら れ、 外側 の 8 個が周柱 と な

っ た も の で あ ろ う 。 内側 に 残 る 一本が主柱 と 組み 、 入 口 を形成 し た も の と 考 え ら れ る 。 同 じ く

第21 号住居fll:で は 、 内側lζ 4 個 ・ 外側 に 4 個を検出 し た 。 こ の ほ か 、 第 7 号 ・ 第1 2号住居祉 も

四本柱 を惣定で き 、 住居の 規模の 大 き い� 1 号、 第 2 号住居祉 は 六本柱 、 第 5 号住居祉 は 九本

柱 を主柱 と し た構築が行 な わ れ た も の と 考え ら れ る 。

柱穴の検出状況 は全体的 に 悪いが、 以上の よ う な 好例があ り 、 家屋は 竪穴 内 の 四 本 ・ 六本 ・

九本を主柱 と し 、 外側 の 周住を も っ て構築 さ れた こ と がわか る 。

(3) 主な土器 に つ い て

床面の 直上お よ びゃ h 浮 い た状態で 、 多量の遺物が出土 した。 と く に 、 第1 1 号、 第1 6号、 第

1 8 号、 第23号、 第27 号住居祉は 、 足の 踏み入れ場 も な い状態 で あ っ た 。

実測 を終え た土器 は 、 三百数十点を数え た。 こ の な かで代表的な37点を あ げ、 特徴を述べた

い 。 各土器に つ い て は す で に各住居枇の 出土遺物 と して前述 して お り 、 こ こ で は 主に形態 的 な

特徴を述べ る こ と に し た い 。

- 70 ー



( 2) (1 ) 

(6 )  

(4-) 

縮 尺不統一

第43図 主 要 遺 物 実 il[iJ 区i

一 7↑ ー



( 7 ;  

( 9 )  

1

 

1

 

1

 

第44図 主 要 遺 物 実 測 図

ηL

 

( 8) 

(lOj 

{12; 

縮尺不統一



1 .  壷形土器 ( 1 ---- 1 3) 

査形土器 と し ては点を あ げ、 器種の 大 き さ か ら 大形 ・ 中 形 ・ 小形の 三種類 に 分 け て み た 。

的 大形 ( 1 ・ 2 )

( 1 )の 口 縁 は 高 く 、 「 く 」 の字状に立 ち あ が り 口唇部は 平た く な で ら れ る 。 胴部が張 り 、 器厚

は胴部か ら 底部 に か け て 薄 い 。 対 して(2) の 口縁は複合で 、 屈 曲 部か ら ほ ぼ垂直 に立 ち あ が る 。

胴部か ら 底部へ の丸みが大 き い 。

(ロ) 中形 ( 3 ---- 9 )

口 縁が特徴的で 、 (3) ・ (4 ) ・ (5) ・ (6)は複合 口 縁を有す る 。 と く に 、 (3)の 複合 口 縁の 聞 き は 大 き

い 。 (6) は 、 かすか に 屈 曲 部 の 痕跡を残す に す ぎ な い 。

(7 )の 口 縁 は 直 口 す る 。 (8) は 頚部が ひ ろ く 、 口 縁は 「 く 」 の字状lこ 外反 し 、 童話形土器 と の 分類

が難か し い 。 (3) ・ ( 4 )の胴部は 、 丸みがあ り 球形を呈す る 。 (5) ・ (6) ・ ( ì ) ・ (8) は 、 卵形で あ る 。 (9 )

は胴部か ら 底部 に か け て は 、 急激に す ぼむ。

付 小形 ( 1 0---- 1 3) 0(1は 口 縁が 「 く 」 の字状に あ り 、 頭部が広 く 、 胴部 は 球形を呈す る 。 日0 ・

(12) は 卵形を呈す る 。 (l�は 頭部が し ま り 、 口 縁は 「 く 」 の字状に外反す る 。 器高に 対 して 口 径 が

大 き く 、 胴部の張 り が大 き い 。

以上1 3点 の 斑形土器の 、 主 に 器形に つ い て述べて き た が、 さ ら に共通す る 特徴 と して調整方

法があ げ ら れ る 。 器面は 櫛 目 お よ び刷毛に よ る 入念 な 調整が行な わ れ て い る 。 口 縁 の 内側 l 乙 櫛

目 の 調整を施 し た も の も 多 い 。 内面は箆削 り に よ る 調整で 、 底部か ら 胴部に か け ては縦万向、

胴部か ら 頚部 に か け て は 横方向を基調 と した手法で あ る 。

2 .  小形柑 ( 1 4----23)

? 点の 小形 t甘を と り あ げたが、 器形 は非常に バ ラ エ テ ィ lζ寓む。

!i4lは 、 小形 財の 中 で は 大 き い 。 頚部が広 く 、 口縁部が短か い 。 (15)は 、 前記Mの 壷形土器 と 同

じ形態を示す。 胴部は な め ら か な 曲線を描 き 、 頭部が広 く 口 径 も 大 き い 。 (16)は 頚部が し ま り 、

口 縁が高 く 口 径 は 大 き い 。 胴部が張 り 、 整 っ た形態を示す。 (1司 ・ (1�の 頚部は広 い 。 ま た 口 縁の

広が り が大 き く 、 口 径 は胴径を は る か に しの ふ と も に焼成良好で、 と く に 仰 は 器面 に 研磨が

施 さ れ、 堅微で あ る 。 M は 胴長で、 帥は 頚部が広 く 、 口 縁が短か い 。 ま た 、 凶 は 口 縁の広が り

が大 き く 、 胴が短か い 。 倒は 、 o心を い く ぶん小形{じ し た形態を示 し て い る が、 H同部 お よ び底部

近 く の ニ ケ 所に 焼成後の 穿孔があ る 。 ま た 、 器商の 調整lこ はj宮が用 い ら れ、 組雑 な造 り で あ

る 。 闘 は 口 縁を欠損す る が 、 脚付の小形肘で あ る 。

3 .  高 杯 (24----30)

凶 は 杯部が深 く 、 脚部は 途中屈曲部を も つ こ と な く 、 ス ト レ ー ト に 広が り 、 脚端 lζ 至 り 外側

に は ね る 。 伺 は 非常 に 均整の と れた形態を示す。 杯部は途中 lζ 屈 曲 部を も ち 、 外側 に は 稜を形

成す る 。 脚部の 屈 曲 部 は 高 く 、 柄部は ややふ く ら み 、 脚端で外側 へ い く ぶん は ね る 。 (26) は 非常

に 大形で、 器高1 9 . 6 土問 、 口 径26 . 9 cm 、 脚端径 1 8 c却 を 計 る 。 帥lζ比較す る と 、 坪部は 深 く 、 脚

音flの 聞 き が大 き い 。 裾部のふ く ら み は な い が、 脚端で い く ぶん は ね る 。 聞 は 、 脚部の 屈 曲 部が

低 く 、 脚端に むか う に 従 い 器 薄 と な る 。 倒 ・ 倒は 、 第1 1 号住居枇か ら i1\土 し た も の で あ る が 、
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第 2 表 主 要 遺 物 ー 欄 表

務 号 | 器 名 | 口 径酬 明拘 × 器高棚 | 実 測 図 | 写 真
(1)  1 大 形 壷 21 2 x 330 x 394 図版1 2 第1 8図(1 2)
(2) 1 " 1 82 x 366 x 465 図版1 1 第1 6図(1) 1 1 )
�一| 中 形 壷 1__ l97__三一 220 一一 x 図版1 2 第1 8図(311__ {6) 
�I " 一一_1 /必ーーと一一辺� --->< 29_0 __ 1国車Jl一塁盟国�I--{5_) _1

_(5)_ 1 " 1 __ 1 47 x 244 x 301 凶監2旦一室主魁型I__ {4 ) 
_(6)_ 1 " 1 __ 1 35 x 234 × 一一一一 l図版 8 第1 1 図色)1

(7) λγ 1 37 × 244 × 図版1 3 第1 8図�)i
(8) グ (饗) 1 80 × 262 × 31 9 図版1 3 第1 8図(5)
(9) グ 1 52 × 242 × 図版 1 第 1 図iD l 。時
ao 形 宝古E ↑66 × 21 2 × 223 図版1 3 �� 1 8図帥

" 1 32 γ 1 95 )C 23o 図版1 8 第23図帥
" 1 1 2  x 1 57 x 1 76 図版 8 � 9 図{3)1 制)
" 1 21 x 58 、 図版1 4 第1 8図倒|

住_I�L一色 :f:!t J 一一」立 x 1 41 x 1 1 6 図�盟国(4)1 倒

-----.1旦一 |一 " 一一 9立一 × 1 04 x 1 1_4 _ 1図版20 第25図(111 側

| グ ↑2 x 87 x 89 図版21 第27図倒| 倒
(ω " 1 __JH_x��_-1L←三 70 図版21 第27図倒1_ (38) 一一

国監'L �1 1盟盟l
図版1 4 第 1 8図伺|ー一旦ヂ j -仁子)

凶 "

例 | 前i 杯 1 90
-堅持 -i一一ーと一一一 1__ 1 37 

倒 i__ "__ 1 __ 2Q.Z 

1 1 3  x 
1 32 x 
1 1 0  x 
1 1 8  x 
94 x 

1 35 x 
1 20 )': 
1 80 x 

1 1 3  
87 
79 
95 

図版 ? 第1 1 図制 白。

協一
間一
例

図版20 第25図(3)
国1\&1 4一組週塑| 倒

置医L�LL図(空) 帥
図版↑4 �日1 8図倒
阻阻1ー盤包囲盟| 同

制 " 1 96 x 1 38 x 1 4o 図版 8 第 ? 図(4)1 倒
倒 " 65 x ↑28 x 1 52 図版 ? 第1 1 図(6)1 納
倒 " 1 60 x 1 1 7  x 
側 " 25 x 96 x 

| 鉢 223 x 21 2 x 
同 i 小 形 鉢 52 x 1 1 4  x 
側 | 脚 付 小 形 土甘 50 x 1 39 x 
\34) 一| 慨 1 __ 1 33 x 1 34 x ↑_0 _ 1園盟12 �並圏鈍| 刷
ω l 手 担 ね 土 器 61 x 63 'x 43 図版22 �持27図側| 同
制 " 53 x 51 x 48 図版22 第27図例| 伺
納 " 41 x 45 x 42 図版22 ;;有27関側| 刷
(効 " 28 x 39 x 46 関版1 0 第1 1 図倒
倒 " ト44 x x 47 岡版22 第27図倒 | 同

註 高杯の場合 、 胴径の欄 は 胸部径を記入 し た 。 実測図欄 !C示 し た 各図の 容号 と 、 そ の土器の 出 土 し た住居
力l の 番 げ は 同 じ で あ る の で 、 出土{l:居.tll:は省略 し た 。
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倒 は特に い び つ で あ る 。 ω は ;杯部 、 脚部 と も 屈 曲部を も たず曲線を描 く 。 仰 は 小形で、 杯部の

屈 曲 は 明確で な い 。 脚部の 屈 曲 部 は 、 非常 に 高い 。

4 . 鉢 (3D

た だ一点 の 資料で 、 小形 t甘を大 き く し た形態で あ る 。

5 .  小形鉢 (32)

口 縁の広が り が大 き く 、 小形 i:J:t と 形態を異に し 、 小形鉢 と 称 し た い 0
6 .  脚付小形鉢 (33)

稀有 な 形態を示 し 、 今 回 た だーJ誌 の 資 料で あ る 。

7 . 甑 (34)

Ç32) ・ (33)同様第1 6 号住居祉か ら 11 \ 土 し た も の で あ り 、 底部[乙一個 の 穿孔を も っ唯一の 資料で あ

る 。

8 .  手控ね土器 (35---39)

例(お) は椀師側)は 壷を、 ま た闘は 台付議を ミ ニ チ ュ ア イじ し た も の で 、 弥生時代土日誌の 影響を残

す も の で あ る 。

(4) 祭杷遺構 と 共 同体社会 に つ い て

近来、 熊本県下 lにζ お い て も 古墳時代前期 の h

遺跡か ら 至近距離[にζ あ る 塚原古境群を は じ め と し て、 熊本市健軍H日.広木 . 水源地遺跡が知 ら れ、

上益城郡益城|向町山町.秋永遺跡や 、 八代郡竜北村高.塚遺跡 ら に も 可能性が も た れ て い る 。 イ主居祉が営註 s 註4
ま れ る 場所 と 、 墓域 と の 地理的 な 関 係 に つ い て も 、 いずれ明 ら か に さ れ よ う 。 沈 目 遺跡 は 広

大 な 舞 ノ 原台地の南端lζ 所在す る が 、 台地周辺 に 方形周溝墓 ら し き も の の存在は確認 さ れて お

ら ず 、 ま た 、 台地中央を飛行場建設 の た め広 く 破壊 さ れ、 墓域 と の 関 係 を 明 ら か に し え な い 。

台地北側 に吉野山古墳群があ る が、 台地下に 緑川が流れ、 浜戸川 を 中心 と す る 沈 目 遺跡 と は 生

活閤を異に す る よ う で あ る 。 しか し現状で は台地 は 異 に す る も の の 、 浜戸) 1 1 を扶み約1 200 仇 の

至近距離 に あ る 塚原古墳群を墓域 と す る 可能性が強い 。

第1 8 号、 第23号a住居tll:か ら は 、 多量の土器が 出土 し 、 第1 8 弓 住居士止 に は 、 さ ら に 刀 子一本が

山土 して い る 。 日 常 lζ用 い る に は あ ま り に 多す ぎ る 。 何 ら か の理由 で住居祉そ の も の を墓地 と

し 、 多量の土器 は 副葬に用 い た と も 考 え ら れ る 。 ま た 、 従来主に 副葬や祭杷用 lζ 用 い ら れ る と

さ れて い た 高.杯や小 肘形が、 各住居祉か ら 多量 に 山 土 し、 単 な る 祭配用 だ け の 土器で は な く 、

日 常の 生活l ζ 用 い ら れ て い た可能性を強 く す る も の で あ る 。 こ の よ う な 中 に あ っ て、 多量の手

づ く ね土器 ( ミ ニ チ ュ ア ) が第1 1 号、 第278住居祉 に 集 中 し て 11 \土 し 、 第1 4号、 第23号住居祉

に も 断片的 に :1\土 し た 。 各住居祉か ら 多量の 高杯、 小形1Itが1:1:\ 土 し 、 日 常生活 の 土器 と し て用

い ら れ た可能性が強い な かで 、 こ の手開ね土器の 出土 は 、 第1 1 号、 第27号住居祉を 、 祭íll日的様

相の と く に強 い 住居祉 と す る も の で あ る 。 さ ら に 、 第1 1 号 と 第27 号住居主l: と を比較す れば、 第

27号住居牡か ら 出 土す る 土器 に は煤の付着 し た も の が多 く 、 住居祉の 中央tc炉があ り 、 ま わ り

に焼土が あ る 。 第1 1 母住居士止 に は 、 生�(の付着 した土器や、 炉 ・ カ ー ボ ン ・ 焼土 ら の 痕跡が な く 、

三隅が高 く な る 独特の っ く り が見 ら れ る 。 す な わ ち 、 第1 1 号住居祉 は 、 最初か ら 祭配 l ζ 用 い る
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べ く し て造 ら れた可能性が強 く 、 第27号住居祉は、 住居枇 と し て使用 さ れた あ と 、 二次的 な行為

に よ っ て、 祭杷的様相が強 く な っ た も の で あ ろ う 。 ま た 、 第1 1 号住居祉 と 近接す る 第20号住居

祉 は 、 出土す る 土器か ら みて、 時期的 lζ遅れて造 ら れた も の で あ ろ う 。 さ すれば、 第1 1 号住居

祉 は 、 他の住居祉 と の 聞 に 距離空間 を持 ち 、 完全に 孤立 し た 状態 に あ る 。 乙 の 距離空間 を広場

と して 、 祭和的様相 の 強 い第1 1 -号住居祉を と り 囲む よ う に 、 各住居祉が配 置 さ れた可能性があ

る 。 す な わ ち 、 お お よ そ 7 ---- 8 軒を 1 クー ル ー プ と す る 近親者集団が、 祭租的様相の 強 い 住居を

と り 囲 む形で 、 い く つか集ま り 、 共同体社会を形成 し て い た可能性を推測 さ せ る も の で あ る 。

5 .  住居祉群の時 期的位置 に つ い て

25軒 の住居祉群の主な 配置状況 と 、 住居祉の構造およ び出土 した代表的 な遺物 に つ い て述べ

て来たが、 こ こ で時期的位置 に つ い て述べてみ た い 。

25軒の住居祉 は 、 広 々 と した台地上に 、 各 々 が切 り 合 う こ と な く 所在 し、 切 り 合 い に よ る 先

後関係を知 る こ と は で き な い が、 各住居祉 ど と に 出土 した土器は 、 セ ッ ト 関係を明確 に し え た 。

熊本県下 に お け る 古墳時代前期 の住居祉の調査例 は 少 な く 、 正確 な土器編年 お よ び性格 は つ

か ま れて い な い 。 弥生時代後期 に 野辺国式土者F る も のが横行す る 。 玉名郡菊水町諏訪の原遺

跡で、 乙 の 時期 の70数基の 住居祉が検出 さ れた。 玉名郡 岱 明 町 山下遺跡か ら は 、 乙 の 時期 に や
説7 設 s
や遅れ る 居住祉が報告 さ れた。 こ れ ら に い く ぶん、 聞 を お い て続 く の が、 熊本市健軍町広木遺

跡で あ ろ う 。 こ の ほ か 、 断片的 な 資料 と して、 八代郡竜北村高塚、 玉名郡 岱 明 町院塚、 宇土郡
陸 自

不知火町弁天 山遺跡な どがあ る 。 さ ら に 、 現在、 調査が続け ら れて い る 塚原古墳群の報告が な註10
さ れれば、 土器の編年 は か な り 明確イじ さ れ る で あ ろ う 。

さ て、 今 回 の 資料の 中 に は 、 諏訪 ノ 原や 山下遺跡に さ か の ぼ る 程の 資料は な い 。 あ え て取 り

上げれば、 第27号住居祉の手担ね土器の 中 lζ 、 脚付窓 と 境を ミ ニ チ ュ ア イじ し た も の が見 ら れ、

第1 4号住居祉の短頚壷lζ弥生式土器の影響が見 ら れ る だ け で あ る 。 逆lζ 第28号住居祉 は 、 須 恵

器の杯 と 高坪 ・ 片 口 鉢を出土 したが、 杯か ら みて、 お よ そ 6 C 後半の 所産 と 考え ら れ る 。 同 じ

く 高杯を他の住居祉群か ら 出土 した も の と 比較す る と 、 か な り の 時期的 な へ だた り があ る 。 す

な わ ち 、 弥生後期 ・ 野辺国式土器の横行す る 時期か ら 聞 を お き 、 第28号住居祉 ( 6 C 後半) と

も か な り の 空 聞 を持つ時期 に相 当 し よ う 。

乙 の 時期 lζ 相 当 す る 他の地方の遺跡 と して、 福 岡県狐塚 ・ 有田 ・ 炭焼遺跡が上げ ら れ、 関東設11 註12
で は ・ 五領 ・ 和泉期 lζ 比定で き ょ う 。 いずれに せ よ 、 熊本県 お よ び九州の正確 な 総体的編年が

註14 往15
な さ れね ば な ら な い が、 お よ そ 、 4 C か ら 5 C 前半に か け て を主要時期 と す る 住居祉群 と 考え

ら れ る 。 (江 本)

註
1 .  広 木方形周 溝墓 「熊本市 東 部地区文化財調査報告書」 熊本市教委1 971
2 .  広木遺跡の西側の 至近距離に あ る 遺跡で 、 熊本市教委の調査で 方形周 溝墓 2 基 と 円形 周 溝 主主 2 基

ほ かが明 ら かに さ れた 。

3 .  1 967年造成工事tC先だっ調査で石棺 1 基 と 多 量の土師器を伴な っ た樽が発見 さ れて い る 。
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註

4 .  花岡興輝 「八代郡龍北村に お け る土師器埋没遺跡に ついてJ 熊本史学第 1 1 号 1 957 

5. 坂本経莞氏 の ど教示に よ る

6 . 田辺哲夫 「野辺国遺跡発掘調査中間報告J 1 951 

7. 諏訪原遺跡 「埋蔵文化財緊急調査概報」 熊本県教委 1 972 

8 . 松本健郎 1111下遺跡」 玉高部報30号 1 973 

9. 乙益重隆ほか 「院塚古墳調査報告」 熊本県教委 1 965 

1 0 . 資料は 字土市公民館に あ る

1 1 . 1狐塚遺跡J 筑後市教育委員会 1 970 

1"2 . r有田遺跡」 福岡市 H 1 968 

1 3 .  r炭焼古墳群J 福岡県文化財調査報告書 1 968 

1 4 . 杉原悲介、 大塚初重 「土師式土器集成J 東京堂 1 971 

1 5 .  同 上

- 79 -



第四章 そ の他 の遺構 ・ 造物

I 、 弥生式土器 (第47図) 第 4 母遺構の石組中 と 、 表土中 か ら 二点 の弥生式土器片を

採集 し た 。 い ずれ も 刻 目 凸帯を も ち 、 前期 の 所産 と 考 え ら れ る 。

E 、 布 目 瓦 (第47図 ) S T A 1 64 十 00区の表土中 か ら 布 目 瓦数片が 出土 し た。 (3) は 須

恵器製の 平瓦で、 敵が施 さ れ、 桶づ く り の 痕跡があ る 。 (4)(5) は丸五で、 (6 )は平瓦で あ る 。

H 、 土師 器、 須恵器 (第47図) 各住居祉の上層 か ら 出土 し た土師器、 須恵器の ほ か

に 、 S T A 1 64 十 00区を 中 心 lζ 、 表土中か ら 約20点が出土 し た 。

高台付椀 ( 7 "-'1 3 ・ 24) ・ 境 (1 4 ・ 1 5 ・ 1 9"-'23) ・ 皿 (1 6"-'1 8) �ζ 分類で き 、 お よ そ 奈良時代

か ら 、 平安時代 に か け て の も の と 考 え ら れ る 。 (5) は須恵器で 、 胎土、 焼成良好で色調 は灰 白 色

を 呈す る 。 高台付でや や上げ底 と な る 。 (Hl は 、 口 径1 4 . 2cm 、 器高6 . 2cm を計 る 。 口 層部がやや

外反 し 、 脚部 は 肉厚で あ る 。 胎土は 名li質が弱 く 、 器面の風化が著 し い 。 焼成良好で黄褐色を呈

す る 。 器面 お よ び内面に は顕著な丹注 り が施 さ れ、 焼成後l乙付着 し た煤が見 ら れ る 。 (7 ) の 内面

は黒色を呈す る 。 薫 さ れて付着 し た炭化物を 、 さ ら に箆で研磨 し た も の で 、 内面 だ け に 加工が

あ り 、 外面 に は な い 。 胎土、 焼成 と も やや不良で器面 は荒れて い る 。 横書 き に 、 「東J と 読 め

る 墨書があ る 。 M は 器面 に 洗線状l乙 箆 な でが施 さ れて い る 。 (1]) は 、 口径1 4 . 2cm 、 脚径7 . 3cm 、

器高6 . 2cm を計 る 。 口 縁がやや外反 し、 I 高台 は 肉厚で あ る 。 (1t帥は (9) と 同様 に 内面が黒色を呈

す る 。 (1唱の底部 は 平底で 、 横 な で の 痕跡が顕著に残 る 。 制 も 平底を呈す る が、 焼成後l乙 穿孔 さ

れ た可能性が あ り 、 底部近 く に 墨書があ る 。 「介」 と 読 め る 可能性が あ る 。 (J(t は完形資料で 、 口

径 1 0 . 9cm 、 器高 2 . 9 cm を計 る 。 色調 は 赤褐色を呈 し、 胎土、 焼成 と も 不良で、 器面 は も ろ い 。

糸切底で 、 燈 明皿 と も 考 え ら れ る 。 J.& �こ は 、 綿密 な丹塗 り が施 さ れ、 口 縁部が一部 く びれ る 。

ω帥 は 横広の腕で、 回の底部は 中が く ぼみ、 上げ底状に あ る 。 仰 は 、 精良な 胎土で焼成 も 良好

で あ る 。 内外商lζ丹塗 り が施 さ れ、 底部 に は箆切 り の あ と が残 る 。 仰 の 口 縁は外側へ は ね Q 。

帥 は 須恵器で 、 胎土、 焼成 と も や や不良で表面 は も ろ い 。 色調 は 、 黄褐色、 灰褐色を部分的 に

呈す る 。

IY 、 蔵 骨 器 第48図 :4 )は S T A 1 63 十 80(2)区の表土中か ら 採集 し た蔵骨器で 、 口 径1 4 . 5cm 、

胴径1 7 . 8c師 、 器高1 5 . 5cm を計 る 。 須恵質で胎土、 焼成 と も 良好で あ る 。 正確な 時期 は 不 明 で あ

る 。

V 、 土境 S T A 1 63 + 60(3)(4) 区か ら 4 基の土墳を検出 し、 う ち一基 は 円形で、 高台付椀、

椀、 皿が 出土 し た 。 正確 な 時期 は 不 明で あ る が、 出土 し た土器か ら み て 、 奈良~平安時代 に か

け て の も の と 考 え ら れ る 。

W 、 排 石 (第↑ 3号遺構) (第49図) S T A 1 62 + 80(2 )区R: い びつ な 形を し た掘 り 込み が あ

り 、 お よ そ 3 ケ 所 lζ亘 っ て多量の 自 然石が集め ら れて い た。 多量の 石 は 、 30cm 内外浮い た 状態

で 出土 し 、 土器小片が含 ま れて い た。 ( 1 )は須恵質の高台付椀の一部で あ り 、 (2) も 同 じ く 須恵質

の ス リ 鉢で あ る 。 時期 お よ び性格は不明で あ る 。 (江本)
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第五章 総 括

I 沈 目 遺跡の周辺遺跡 (第 1 図参照)

熊本平野の 南部 は緑J I I と そ の 支流 に よ っ て形成 さ れた沖積低地で あ る 。 乙 の平野 に の ぞむ 山

麓や低平な 洪積台地お よ び平野内 の 微高地lζ は多 く の遺跡が寄在 し て い る 。 訪 日 遺跡 は 乙 の平

野南縁 に あ る 遺跡 の 一つで、 緑1 1 1 と そ の 支流であ る 浜戸川 に よ っ て 南北をか ぎ ら れ る 舞 ノ 原台

地上 に 立地 し てい る 。 舞 ノ 原台地 は標高わずか30 m前後の低平な 洪積台地で、 第二次大戦中 に

は こ こ に舞 ノ 原飛行場が建設 さ れた ほ ど で あ る 。 今 回 の 調査地 は舞 ノ 原台地南縁の 浜声I I H乙 の

ぞむ遺物散布地 で あ る 。

出 目 遺跡 と い え ば 、 故小林久雄民 に よ っ て は じ め て 学界 に 紹介 さ れた押型文の 「抗 日 式土

器」 の 出土地 と して知 ら れた遺跡で あ る 。 こ の遺跡の周辺に は縄文時代か ら 歴史時代 に か け て

多 く の 遺跡が分布 し て い る 。

押型文の遺跡は舞 ノ 原台地の ほ か、 浜戸川の南 !C発達す る 塚原 か ら 尾窪、 藤 山 、 鰐瀬 に か け

て分布 し て お り 、 そ の ほ か縄文時代 の 貝塚 と し て は 中期の 岡高貝塚、 後期を主 と す る 黒橋貝塚
住2

晩期の 御領貝塚 な ど縄文土器の 編年上 き わ めて重要な貝塚群が存在 し て い る 。

弥生時代 で は と く に 後期か ら 終末期の土器が宮地を中心lζ広 く 分布 して お り 、 そ れ に 伴 な う

と み ら れ る 員塚 も 中尾 ( 中 宮地) 、 囲 (隈庄城東側) な ど に寄在す る 。

古墳時代 に な る と 、 20数基を か ぞ え る 北の吉野 山古墳群、 西の 隈庄古墳群、 出 自 の す ぐ 東側
政 s 能 4

lζ は 前方後円墳の甚九郎 山古墳、 狐塚古墳があ り 、 浜戸川を は さ んで南の塚原台地 に は 同 じ く
註 5 註 6

九州 自 動車道建設に伴 な っ て調査 し た塚原古墳群が寄在す る 。 ま た 、 肥後の最初の 国府 と い わ

れ る 益城国府推定地が舞 ノ 原台地南縁の 宮地、 出 目 と さ れ る し、 さ ら に 国府を背景 に し た と み

ら れ る 陳内廃寺跡は 枕 目 の 南方わずか600 m の と こ ろ に あ る 。

E 沈 目 遺跡の総括

遺跡の周辺は現在 ま で桑畑、 樹木圏、 競菜な どの畑 と して利用 さ れて い る が、 昭和1 9年飛

行場建設の 際 lζ 、 調査区の A 、 B 、 C の う ち A地区が削 ら れて B 地区 に 盛土 さ れて い る 。 し た

が っ て、 A 地区で は包含層がみ ら れず、 調査対象に で き な か っ た。 な お C 地区 は 急傾斜面で は

あ る が押型文を 出土す る 包含層 が あ っ た。 しか し、 工事に よ っ て 削 平 さ れて し ま っ て調査は で

き な か っ た。

発掘調査 に よ っ て得 ら れた遺物 ・ 遺構は縄文時代、 古墳時代、 歴史時代 に わ た る も の で あ る

が、 そ の 主体 と な る も の は古墳時代 の 竪穴住居牡群で あ る 。 以下それぞれの特徴的な遺物 ・ 遺

構 等 に つ い て ま と め て み た い 。

縄文時代 抗 日 遺跡の最下層 、 つ ま り 黄褐色の下部 (第 ill c層) か ら そ の下の黒褐色粘質

土層 の 上部 (第IV a 層) に か け て の 層 に 、 押型文土器 と 石器 お よ び集石遺構を検出 し た 。
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土器の文様 と し て は 山形文、 楕円文、 格子 目 文、 条痕文、 連点文 な ど で あ り 、 器形 は 口 縁が

やや外反 し 、 胴部でややふ く ら み、 底部は平底の 鉢型を呈 し 、 口 径 は ほ ぼ20cm 内外の も のが 多

い 。 胎土 lζ は 砂粒、 雲母を含み概 して焼成 も 悪 く も ろ い が 、 中 に は 堅轍な も の も あ り 、 色 調 は

黄褐色 ま た は 黒褐色を呈 し て い る 。 器商の 調整 は 口 縁部では縦回転が多 く 、 胴部か ら 底部 に か

け て 口 縁の 内 側 lζ は横回転がみ ら れ る 。

石器 に は サ ヌ カ イ ト お よ び良質の頁岩を使用 し た Chopping too1， Scraper， Core が あ り 、

おそ ら く 押型文土器 l乙共伴す る 石器 と 考 え ら れ、 先土器文化 の 石器 と の 関連を考え る う え で貴

重 な 資料 と い え る 。

土器お よ び石器 と 同ーの層 か ら 砂岩質の 礁を用 い た集石遺構群を検出 し た が 、 同様の 出土例

は 上益城郡御船町久保、 下益城郡城南町塚原、 松橋町古保 山 C 遺跡な ど か ら も 検出 さ れて お

り 、 炉 で あ る の か埋葬遺構 で あ る の か今後検討すべ き 問題で あ ろ う 。 な お押型文土器 と 集石遺

構 の 分布範囲 は B 地区の南部か ら C 地区の台地 南縁の傾斜面 に か け て と 考 え ら れ る 。 ま た押型

文土器は集石遺構群の 分布す る 範囲 lζ点在 し、 と く に集石遺構 内 l ζ 多 い わ け で も な い 。

以上の ほ か少量 の 晩期の土器片 お よ び石器な どを検出 し た が遺構 は不明 で あ る 。 今 回 の 調査

に よ っ て、 い わ ゆ る 抗 目 式土器の文化層を確認 で き た こ と は 収穫 と い え よ う 。

古墳時代 今 回 の 調査の主要な も の が古墳時代 の 竪穴住居牡群で、 調査地 の 中央部の B 地

区か ら 29遺構を検出 し たが、 第 5 号 と 第 6 号 は ー遺構 と 考 え ら れ、 ま た第 3 号、 第 4 号、 第1 3

号 は住居祉 と は 考 え ら れず、 そ れを 除 く 25遺構が住居祉で あ る と 確認 し た 。 そ の う ち 形状の は

っ き り し た住居祉の 平面形 は ほ ぼ隅丸の万形な い し は長万形を呈 し て お り 、 第1 0号住居祉が一

つ だ け 楕 円 形で あ る 。

方形 な い し は 長方形 プ ラ ン の住居祉の 中 で第 5 号 と 6 号、 第 ? 号、 第 1 2号住居祉 は や や変形

プ ラ ン で あ る 。 つ ま り 第 5 号 と 6 号 は ー遺構で第 6 号部分が付設 さ れた も の 、 第 ? 号 は ベ ッ ド

状遺構 の 部分が円形を呈 し 、 第 1 2号 は く びれか ら 南側 の狭い 部分がの ち に 建て増 し た も の と 推

測 で き る 。

住居祉の 大 き さ は一辺 4 "' 5 m が平・均的 な 大 き さ で、 比較的大 き な第 5 号、 第 7 号、 第 ?

号、 第 1 7号 lζ床面か ら や や高 く ベ ッ ド 状の造 り 付けを設 け て い る 。 竪穴の深 さ (壁 の 高 さ ) に

つ い て は耕作に よ っ て上部が 削平 さ れてい る の で は っ き り し な い が、 ほ ぽ60'"70cm の 深 き で 、

上部が広が る よ う な 立 ち 上 り で あ る 。 ま た60"'70cm の 深 さ と も な れば、 住居 内 へ の 出入 り に 階

段が必要 と な り 、 第 5 号、 第 ? 号、 第1 7号、 第20号、 第24号住居祉 に は 階段状遺構を認 め た 。

床面の 中 央 に は 多 く 炉 あ る い は焼土を認 め る こ と が で き る 。 第27号 で は 中央部lζ 凹 み を 設

け 、 第 1 号 で は 河原石を用 い た炉を検出 し た 。 カ マ ド と 考 え ら れ る 遺構 は第 6 号、 第1 2号、 第

21 号!C認 め ら れ、 第 6 号 で は 床面よ り 一段高い 部分 lζ 、 第1 2号 で は 西隅 の 張 り 出 し 裾 部 に そ れ

ぞれ遺害 し て い る 。

各住居枇の 主軸 の 方向 は ほ ぼ南東一北西 の 方向 と 北東一南西 の 万向 で あ り 、 同 ー の 座標上 lζ

乗 る 方向 で あ る と い え る 。 こ の こ と は 方向 に つ い て一定の共通 し た条件を想定で き る も の と 考

え ら れ る 。 例え ば風向や採光な ど の 自 然的条件 lζ左右 さ れた 方向 で は な い か と 考 え る 。 住居牡
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の 全体的な 配置か ら み た場合、 上記の よ う な一定の共通 した方向であ る こ と 、 各住居祉の 聞 に

切 り 合い 関 係が な い こ と 、 出土 し た土器の形式か ら も ほ と ん ど 同 一時期 の も の で あ る こ と な ど

か ら 、 住居 祉 の 前後関係を考察す る う え で は か な り むずか しい 。 し たが っ て若干の 建 て か え は

あ っ た と し て も 比較的短い 時期の住居社群で あ る 可能性 も 考 え ら れ よ う 。

た だ 、 住居牡内か ら 出土 し た遺物で と く に 注 目 すべ き こ と は 、 第1 1 号 と 第27号か ら 多量の手

担ねの小形土器を検出 し た こ と で あ る 。 他の 住居牡か ら は第1 4号、 第23号か ら ど く 少量の手担

ね土器が出土 し た に す ぎ な い 乙 と か ら 推察すれば、 こ の第1 1 号、 第27号のニつの住居祉 は他の

住居祉 と 異な っ た性格を も っ た遺構で あ る と も 考 え ら れ る 。 し か も 第 1 1 号で は長方形 プ ラ ン の

中 lζ 、 三隅が高 く 造 ら れて お り 、 他の住居祉 と は異な る も の で、 祭把な ど特殊な 様相を も っ た

遺構 の 可能 性が考え ら れ る 。 ま た第 5 号住居祉は ほ か よ り い ち じ る し く 大 き く 、 し か も 母屋 に

は L字状 lζ ベ ッ ド 状遺構を も ち 、 さ ら に別棟の釜屋が付設 さ れて い る 。 屋外に は母屋の 東側 lζ

多数の住穴が並ん で い て そ れ ら の 状態か ら 推察すれば こ の 家昼 は こ の 集落群の 中 で はー き わ特

殊な住居牡で あ る と い う こ と がで き る 。

沈 自 の 住居:hl:群は土器 の 形式が和泉式 に類似す る 形式 よ り さ ら に先行す る ー形式 と 見 ら れ、

ほ ぼ五 世紀前半の集落祉 と 考 え ら れ る 。 し た が っ て浜戸川を は さ んで南方に 望む塚原古墳群 と

き わ めて密接 な 関係に あ る 集落祉 と い え よ う 。
.'ì 8 

歴史時代 直接遺構 と は 関係な い が、 表土層や表採資料の 中 か ら 八 由紀前後の須恵器、 土

師器、 布 目 瓦な どがみつか っ てい る 。 従来、 舞 ノ 原台地の南縁か ら は古墳時代末期~奈良朝 に

わ た る 須恵器、 土師器を は じ め滑石製下駄、 硯 (須恵) 、 陳内第一期 の 瓦の 出土が知 ら れ、 ま

た す ぐ 南方600 m に あ る 陳内廃寺 は 国府の守護寺院 と して建て ら れ た も の だ と し て、 松本雅明

氏 は 「和名抄J ，ζ記 さ れて い る 益城国府の地を こ の地区に想定 さ れ て い る 。

今 回 の 調査で検出 し た 遺物の 中 に あ る 墨書銘の あ る 境型土器 は 乙 の 益城 国 府 に き わ め て密接

な 関係の あ る 遺物で あ ろ う (第47図 ) 。 一つ は 塊 lζ横書で 「東」 の一部 と み ら れ る 墨書が認 め

ら れ る し 、 さ ら に他の一つ は 墨書の痕跡は認め ら れ る け れ ど も 、 明 瞭 で な い の で文字で あ る の

か絵画的な も の な の か は っ き り 判断で き な い 。 も し文字だ と して そ の ー裾を 「介」 と 判読で き

る と すれば、 国守を補佐 し そ の 政務を代行 し た 「介」 に関連あ る 遺物で あ る こ と に な ろ う 。 い

ず れ に し て も 貴重 な 資料 と い え る も の で、 今後 こ の地域の 出土遺物 lζ 注 目 を要す る も の で あ

る 。 ( 隈 昭志)

註
1 小林久雄 所謂楕円捺型文土器l乙就い て 、 考古学賞� 5 巻 6 日 、 昭和 9 "1'. ( 1"九州縄文土器の 研

究」 所集)

2 昭和47年 7 月 の大雨で浜戸川堤防が欠壊 し た 際 lζ徳本明氏 に よ っ て発見 さ れた 貝塚。 昭和48 年

3 月 熊本大学の問分直一教授、 小谷凱宣助 教授、 佐藤伸二助 手に よ り 試掘 さ れた 。 阿高貝塚 と

御領貝塚 と の|時期を う め る 貝塚 と して重筏 さ れてい る 。

3 吉野山を 中 心 と す る 丘陵l乙円墳群、 横穴群が存在す る 。 松本雅明編 「城南町史J 昭40年、 P 76
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4 舞 ノ j京台地西端lζ円墳 4 基、 横穴群、 石棺等があ る 。 í 城南P1r史J P 80 

5 昭和33年熊本 日 日 新聞社主催で調査、 会長36 . 9 m 、 後 円 官官径21 m 、 前 方部径1 5 m 、 石室の残が

い に 赤 、 白 、 青の装飾が認 め ら れ る 。 í城南町史J P 82 

6 全長23 m 、 高 4 m 、 後円部lζ 6 区の屍床があ っ た 。 昭 和33年熊本 日 日 新聞主催で調査 、 「城南

町 史J P 85 

7 と の地方の気象は地形の影響を う け る こ と が 多 い 。 寒暑の差が著 し く 大陸性気候の型を示す と

い われ る 。 風向は夏季は浜戸川方向か ら 吹 き あ げ 、 冬季は吉野山か ら の吹 き お ろ しが著 し い。

8 塚原古墳群は五世紀前半か ら 七世紀にかけ て 、 方形周溝墓群、 円墳群が同一台地上lζ存在する

古墳群で、 沈 日 住居祉は塚原の初期 の住居祉 と 関連する と 考え ら れ る 。

塚原古墳群中 間報告 (第 1 ì.欠所見48年 6 月 1 日 ) (第 2 次所見48年 8 月 05 日 ) (第 3 次所見49

年 3 月 31 日 ) 熊本県教育委員会

? 松本雅明編 「城南町史」 昭40 第 2 章第 1 節 3 、 4 松本雅明 尾窪 r:jJ世担主義成立の背景 熊

本県文化財調査報告 第 ↑ 2集 昭和48年、 熊本県教育委員会
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あ と が き

調査を終えて 四 カ 月 が過 ぎ た が、 久 し振 り に現場を訪れ る と 、 洗 目 遺跡 の 姿 は 完 全 に 消 滅

し 、 急 ピ ッ チ で工事が進 め ら れて い た 。 新 し く 九州縦貫 自 動車道 と し て生れ変わ り 、 地域社会

の経済向上に大 き く 寄与す る も の と期待 し て や ま な い 。

今 回 の 調査で は 、 縄文時代押型文土器を層位的lζ 捉え る こ と がで き 、 ま た 多量の土器を と も

な っ た古墳時代前期 の 住居祉20数軒を検出 し、 報告す る こ と がで き た 。 熊本県地万 に お け る 土

師式土器の報告例 は 少 な く 、 出土状況 お よ び型式編年 も 明 ら かで は な い 。 今後の研究l乙大き く

ゆ だね ら れ る も の で あ る 。 し た が っ て、 可能 な か ぎ り 土器実測 図 を のせ る こ と に と く に留意 し

た 。 遺物整理お よ び実測 は 、 文化財収蔵庫で作業を行な い 、 成果 を あ げ る こ と がで き た 。

残念な こ と は 、 報告書の作成期聞が限 ら れ、 住居祉か ら 出土 し た カ ー ボ ン の C 14測定、 お よ

び柱穴を も と に し た 家屋復原図 を作成す る こ と が出来な か っ た こ と で あ る 。 そ こ で C 14の 測定

の結果 に つ い て は 、 近 く 刊行予定の塚原古墳群の報告書に補記を行な い 、 さ ら に 抗 日 遺跡の全

容を明 ら か に し た い と 考 え て い る 。

調査 お よ び報告書の作成に あ た っ て は 、 肥後考古学会長坂本経尭先生を は じ め 、 多数の 方 々

の 多大な ど教授 と ど指導 を い た だ き ま し た。 心か ら 深謝 い た し ま す。

洗 目 遺跡 は 消滅 し高速道 と イじす る の も ま ぢか で あ る が、 新た に 学究の場 lζ 生れ変わ る こ と を

期待 し最後 と し た い 。

昭和49年 2 月 23 日

隈 昭志
江本 直
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(42)  

(44)  

(4ö) 

同 図版 1 4 . Sj';1 8図倒 ( 第1 8 ワ 住居却1: 山 土)

附 図版 8 . !ff1 9 図W ( 第 ? 号住居111: 1 1\ニiニ)
附 図版 9 . 第1 1 図(5) ( 第1 1 弓住居l:11: 1 :l\ 土)
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(45) 
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附 図版 1 第 1 区IW ( 加 1 号 {主居祉 i 1J土〕

(幼 図版1 9 . 第23図帥 ( 第23 号住居担I: :J:\ 土〉
附 図版 9 . 第1 1 �1(6 ) ( 1;[11 1 号 (-1・居担1:: 1 '， 土)
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(50) 

側 |玄I J坂 9 . i;f�1 1  [玄[ (竹 c m1 1 け iJI需品1::1 : ニ lニ)
(幼1) [玄[ 1坂22 . 1;ft28図(2) C 弘íl28号 (:]:鰐11J: :1:二|ニ)
倒 図i坂1 0 . 第1 4図(2 ) C �11 4号 ( i:);ff此t-Bニヒ)
制) 灰ìJ坂22 . 第27図帥 ( !:j'127弓住!再却[: 1 1:\ 土)
附 図版22 . 第271玄[Ç3� ( 仰27 号w需11l1.l:: 土)
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(5 1 )  

(54 )  

(57) 

(56 ) 

(め 図版21 . 第27図(8) ( ��27 号 il 居111.: 1 1 : 土 )
お1) 図版22 . 第28図 ( J ) ( 第28号住 居士11: 1 1: :土)
(劫) 図 版22 . 第27関側 ( 第27号 (:j;居:J:il: 1 臼土)
(出) 図版22 . ;;rl271玄帥 ( 第27号住居:J:I[: I I : 土)
事07) 図版22 . !:ím図闘 C i;fm号住居111: 1 1:: 土 )
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!.:r� 1 層
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u� m 陪

( jゴ 土l冒 と 土恭の 山 土状況 ( S T A 1 64 + 00:郭:.î)

(一|つ れ1 1型文土探 1 1:\ 土状況 ( C ト レ ン チ 第 四 c)毘 )
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( 上) 仰型文二 L探:1 \ ニt状況 ( B ト レ ン チ N a知陪 )

( 下) 判l型文土掠山ニト状況 ( B ト レ ン チ 第 lVc )芭 )
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(上) 州型文土�*出土状況 ( C ト レ ン チ IV a 庖 )

( 下) 石器 出土状況 ( C ト レ ン チ IV b 層 )
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jll l 型 文 二|二 p.:i' ( B 卜 レ ン チ �nv庖か ら 出土 )
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( 3 ) 

m 書 土 器 ( 1 ) 表土問か ら 出土 (2) 忍古拡大写真 東 ?

(3)  表土居か ら 出土 (4) .'lil il十鉱大写真 介 ?

- 54 ー



熊本県文化財調査報告第1 3号

沈 目
一熊本県下益城郡城南町沈 目 遺跡の調査一

昭和初年 3 月 31 日

編集 熊 本 県 教 育 委 員 会
発行 熊本市水前寺 6 丁 目 1 8番 1 号 〒862

印刷 株式会社 城 野 印 刷 所
熊本市琴平 1 丁 目 4 番 1 号



 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 13 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 

 

書名：沈目 

発行：熊本県教育委員会 

     〒862-8609 熊本市中央区水前寺 6 丁目 18 番 1 号 

     電話： 096-383-1111 

     URL：http://www.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：2016 年 3 月 31 日 

  


